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午前９時５８分開議

○議長（吉田 道明君） おはようございます。

ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議

を開きます。

本日届出のあった欠席者は、議員では、石田恭二議員から欠席の届けが出ております。当局の

欠席はございません。以上、報告いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（吉田 道明君） 日程第１、一般質問を行います。

一般質問は、６名の方から通告を受けておりますので、日程の順序により、これを許します。
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なお、新型コロナ感染防止のため、皆さんにはマスクの着用をお願いしているところでござい

ますが、一般質問においては、発言者と一定の距離が保たれていること、また、マスクを着用し

たままでは発言内容が聞き取りにくいことが考えられることから、議長並びに発言者はマスクを

着用せず発言いたします。

なお、質問者の入れ替わりに併せて質問席の清掃を行いますので、御理解と御協力をお願いい

たします。

初めに、４番、吉村美穂子議員の防災についての質問を許します。

吉村美穂子議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 今回、私は新人議員として初めて一般質問の場に立たせていただ

きます。町長におかれましては２期目ということで、２期目は６年分の役割を果たしていきたい

との決意の中で、昨日の所信表明の中でも様々な政策を打ち出しておられます。私も町民の代表

として、その政策が実現できるように協力できるところは協力し、また、お尋ねし、執行部との

一定の緊張感を持って、住んでみたい三朝町、住んでよかった三朝町と言われるまちづくりが実

現できるように努力してまいりたいと思います。

さて、平成３１年、三朝町１０年後の未来に向けての第１１次三朝町総合計画が策定されまし

た。三朝町の将来像である、笑顔と元気があふれ輝く町を目指しています。町民が笑顔と元気が

あふれるためには、町民の命が守られる、安心安全に暮らせる孤立と不安のない町が基本になる

と考えております。三朝町でも、７月の豪雨災害によって町内で多くの被害が起きました。近年

は地球温暖化の影響もあり、異常気象の発生回数が増加傾向にあります。

そこで、誰一人取り残さない住み続けられるまちづくりのために、防災について６点、町長に

お伺いいたします。

１点目として、町内各地区、集落ごとに防災訓練を行っているところもあると思いますが、町

一斉の防災訓練を行って町全体の防災の意識を高めていければと思いますが、町長の考えをお伺

いいたします。

２点目、現在備蓄されている消費期限、耐久期限のある品目は、期限を考えて有効活用するた

めに、防災訓練のときに配布して備蓄の意識を高めていければと思いますが、町長の考えをお伺

いいたします。

３点目、避難所に妊婦や母子専用のスペース、授乳場所、暴力被害から守るためのシェルター

など、プライバシー保護についても考えていく必要があると思いますが、町長の考えをお伺いい

たします。
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４点目、町の備蓄品は、非常時の優先業務を行う上でも、職員のための公的備蓄品も準備する

必要があると思いますが、町長の考えをお伺いいたします。

５点目、指定避難所、公民館が警戒区域に入っている場所があるため、代替施設となる避難所

の選定が急がれると思います。しかし、町全体が急傾斜地であるため、地区、集落内に代わりと

なる施設自体が困難な状況にあると思われます。公民館のない地区、公民館がレッドゾーン、イ

エローゾーンになっている地区に対して、防災をどのように考えておられるか、町長の考えをお

伺いいたします。

６点目、共助として、自主防災マップとしての支え愛マップ作りに力を入れていくことで集落

の人の絆と意識が変わるきっかけになり、自然災害だけでなく、人為災害の防止につながると思

いますが、町長の考えをお伺いいたします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） おはようございます。吉村美穂子議員の防災についての御質問にお答え

をいたします。

初めに、町一斉の防災訓練を行って町全体の防災の意識を高めてはどうかとの御提案をいただ

きました。私も、町の防災訓練は必要だというふうに思っておりまして、これまでも１期目の後

半にやりたいなというふうに思っておりましたですけど、町全体というか、もう少しコンパクト

にしてでも、そういう形で必要かなと思ってました。しかしながら、なかなかそういう大きな人

を集めることがコロナでできなかったということがあって、規模の大きな訓練はできませんでし

たけど、図上訓練だとか避難所開設訓練だとか、大事なところの訓練をやってきております。町

の一斉の防災訓練のやり方として、例えば全地域、全集落が参加ということは、なかなか規模的

に、運営的に難しいところがありますので、１つの地域、あるいは数集落を対象としたやり方の

ほうが、地域の特性だとか細かい検証をする上では効果的というふうに考えてもおります。町の

中でそういったときに全体に関わっていただくことになるのは、消防団だとか赤十字だとか防災

の連携の組織、さらには鳥取県、そして警察、消防、そういったところに御参加をいただくよう

になりますので、非常に事前の準備に時間を要することになります。コロナの回復等々を見なが

ら調整をして、取組を進めていきたいというふうに思います。

続いて、備蓄品の有効活用及び職員の公的備蓄品の整備についてはという御質問でございます

が、備蓄品の有効活用について、これら賞味期限を迎えるものについては、集落での防災学習や

小・中学校での防災教育に提供してまいります。また、防災訓練等含めて活用もさせていただい

てます。町が備蓄している飲料水や非常食の賞味期限は、５年間のものがほとんどでもございま
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す。また、職員の公的備蓄品については、町の地域防災計画の中で災害対策活動要員に係る食料

備蓄の整備について定められておりまして、県や他の市町村との連携備蓄、協定団体への支援要

請で供給できる体制を整えております。

続いて、避難所における要支援者等への対策、プライバシー保護についての御質問をいただき

ました。避難所生活における妊婦さんや乳児などのいわゆる災害弱者への支援につきましては、

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策と併せて、女性をはじめ皆さんの視点を取り入れた避

難所施設の運営が求められています。町では、避難の拠点の施設であります町の総合文化ホール

では、パーティションや段ボールベッドを整備をしておりますし、施設内のレイアウトも変更し

て、楽屋等は要支援者向けの避難スペースにするといった対策を講じてきております。また、三

朝温泉の旅館協同組合とは、災害時の宿泊施設の提供に関する協定を締結をしておりまして、災

害弱者と言われる方への多様な避難場所を確保する仕組みも整えてきております。今年度は、避

難場所となる地区の公民館においても、世帯用のポップアップテントなどを備蓄品として整備を

して、感染防止対策とプライバシー確保を図ることとしております。

また、公民館のない地区、公民館が土砂災害警戒区域内にある地区に対しての防災対策につい

ての御質問をいただきました。一時避難所や自主避難所として位置づけられている集落の公民館

の中には、議員が言われますとおり、土砂災害警戒区域や浸水想定区域内に存在するところがあ

ります。指定避難所における地区公民館については、イエローゾーンの中にある施設もございま

す。これまでもそういったところは砂防の事業や急傾斜対策の事業で、土石流や崖崩れを防止す

る対策を順次取ってきております。また、あわせて、想定される土砂の量、いわゆる崖崩れ等が

起こったときに起こる土砂の量だとか建物の強度等も調査をしておりまして、避難所としての一

定の安全性ということを順次確認をしてきております。町内には、一時避難所として公民館のな

いところや危険区域内にあるところもあります。今は災害から命を守る行動をまず取っていただ

くこと、今年５月に施行された改正災害対策基本法では、避難のタイミングをより明確にするた

めに、避難情報の警戒レベルが変更となりました。日頃から集落での防災確認を進めていただく、

そういう必要があると感じております。今後とも、地域や集落での防災学習を通じて、そういっ

た機会を増やしていきたいと思います。

最後に、集落での支え愛マップ作りにより、人の絆と共助意識の変化についての御質問をいた

だきました。支え愛マップの作成等々については、先ほど議員がおっしゃいましたとおり、私も

同じ思いでございます。社会福祉協議会とも連携をしながら積極的に進めてまいりたいと思いま

す。
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以上で答弁といたします。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 先ほど町長が、町全体での一斉防災訓練は、警察だとか赤十字だ

とか様々なところの協力を得て一斉訓練というのが非常に時間がかかるし、少し難しいかなって

いうふうに私は受け止めたんですけれども、あまりそういう防災のための準備に力を注ぐのでは

なくて、もう少し町民がどこに逃げたらいいのかということを考えることのできる防災訓練とい

うことを私は提案したいと思います。

それで、集落ごとに防災訓練を行って、町全体で一斉というのは非常に難しいんじゃないだろ

うかと、町のこととか集落のことを考えると一斉は難しいといっておっしゃったので、それはそ

のとおりだと思います。ただ、三朝町の防災の日というようなのを例えば決めて、一斉清掃の日

ではないですけれども、各集落、その日に一斉清掃ができなくても、ああ、みんなで町をきれい

にしようという意識が、非常に一斉という言葉に意識が向かうと思うので、もちろん町全体で、

さあ一斉訓練ということは難しかったとしても、三朝町の一斉の防災訓練の日というものを位置

づけて、全体で、ああ、今日は防災の日だなと、集落で別の用事があるからできないけれども、

この日こそは本当にもう一度防災に対して意識を深めていこうとか、隣同士と声をかけようとか、

そういうことを私は提案したいと思います。以上です。ちょっとその辺りをお聞きしたいです。

○議長（吉田 道明君） 松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） それはとても大事なことだというふうに思います。ですから、やはり集

落単位であったり地域単位であったり、そういう身近な中でのいわゆるどこに避難をするか、ま

たは防災に対してのいろんな情報をそれぞれが得ていただく機会をつくるかというのは大事だと

いうふうに思います。確かに、全体で一斉というのは非常に無理があってすぐにはなりませんの

で、議員が言われるような形でやりながら、何年かに一度つくるというのも一つの方法かも分か

りませんし、もともと私たちは小さい範囲の中でつくり上げていってということで初めスタート

したものですから、もう少し輪を広げていって、その防災の日、防災月間でもいいですから取組

をしていければというふうに思っておりますので、新年度に向けて、１年に全部というわけには

なかなか、六十数集落、地域ありますのでいきませんけど、これまでもやってきておられるとこ

ろもありますし、そういったとこはずっと継続をしてやられておる集落が多いので、そういうと

ころを増やしていきたいなというふうに思っております。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 備蓄品が、お水も様々なものを備蓄されてるということなんです
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けど、三朝町の場合はお水が８０４リッターですよね。１日に人間が３リッター必要とした場合

に、この８０４リットルを３日間使うとすると、８９人分ということなんです。そして、あと、

段ボールベッドが２０、間仕切りが２０ということで、もちろんコロナ対策も考えての内容だと

思うんですけれども、果たしてこの数字がこれでいいんだろうかどうかということと、そして、

三朝町の場合はきちんと液体ミルク２４缶というのを備蓄しておられるので、お湯がなかったり

水が沸かせなかったいうときのミルクというのは液体ということで備蓄されてるなあということ

を思うんですけれども、この数で実際本当に町の緊急時を補うことができるのかというあたりが、

非常に私としてもどうなのかなと思うんですけれども、その辺りを町長にお聞きしたいです。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 備蓄品のその備蓄数量の一つの整備の仕方については、私もちょっと詳

しくはそういう計算は分かりませんので、後で担当の局長から補足は説明をさせますけど、水害

の場合だとか地震の場合だとか、それぞれの災害によって、また初期の必要量があると思うです

よね。だから、何日か備蓄品でもてば、今度は支援の物資が協定によって届いてくると。そうい

うふうなこともあるし、備蓄するストックのスペースだとかいろんなことがあるので、一概に幾

らだというのはなかなか難しいとは思いますが、その辺、分かる範囲で説明をさせていただきま

す。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） あと、１点気になるのがトイレの問題なんですけれども、トイレ

も１４基ということで、今本当にいいトイレができてまして、排せつ物をためるタンクが全て紙

でできていて、５０人分の１週間の排せつ物がストックでき、それが焼却して感染予防になると

か、あともう１点が、また今後考えていただきたいのは、災害弱者となる人工肛門や人工膀胱を

利用する方たちのオストメートに対しても考えていただいたらと思っております。

あと、災害が起きたときに町の本当に機能が止まってしまってはいけないということで、備蓄

品も考えておられるということですけれども、その６７３の業務が本当にスムーズに進むように

という意味で区分表も作成してると思うんですけども、災害はいつ起きるか分からないと思うん

です。それで、１つ提案は、無告知の抜き打ち防災訓練を一度職員の皆さんがしてはいかがかな

あと思うんです。それは私も実際しました。抜き打ちでしたので、告知なしの防災訓練だったの

で、いつ招集がかかるかという、そのようなどきどきの中ですけれども、実際、抜き打ちの防災

訓練をすることで通して、三朝町におきましては町の職員がすぐ参集できるという、３時間以内

に徒歩で庁舎に参集できる職員が８割いるというふうに出ていますけれども、実際、抜き打ちで
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招集がかかったときに、乳幼児を抱えている御家庭や介護の方とか様々な家庭環境の中でどれだ

けの職員が歩いて庁舎に集うことができるのかとか、あと、もちろん晩酌を済んでて夜中に招集

がかかったときにどれだけ庁舎に集まるのかなども含めて、それはぜひ、絶対来なきゃいけない

ということではなくて、さあ、招集がかかりました、そのとき自分はどのような判断をして行動

すべきかということも含めて、町の抜き打ち防災訓練というものも考えていただいたらなあと思

うんですけれども、町長、いかがでしょうか。

○町長（松浦 弘幸君） 一緒に答えさせてもええかな。

○議長（吉田 道明君） はい、いいです。

○町長（松浦 弘幸君） ええかいな。

○議長（吉田 道明君） はい。

町長。

○町長（松浦 弘幸君） 先ほどの備蓄品等々のことについて、それから、オストメートだとかい

ろんな施設のことについても今御質問をいただきましたので、施設に関しては、ある程度町の公

民館だとかそういった障害者用、そういったもんについては、できるだけ通常の施設の中で整備

をする必要があるかなと思ってますが、臨時的なものはいろんな災害用のトイレだとか、そうい

った商品といいますか、出てきておりますので、その辺も含めてどういうふうに準備をしてるか

というのは、局長のほうから説明をさせます。

ただ、毎年毎年状況が変わってきて、いろんな形でいわゆる防災対策も進歩していきますので、

正直なところ、私たちも今年やったことが来年また新しいことに対応していかないけんというこ

とがありますので、その辺は御理解をしていただきたいと思いますし、それから、言われました

抜き打ちの防災訓練みたいなことも、以前に、地震の後に何年か前にした覚えはありますけど、

最近また地震が増えてきておりますので、職員もメンバーも替わってきておりますから、そうい

ったことも必要かなというふうに思っております。以上です。

○議長（吉田 道明君） 角田参事。

○総務課参事（角田 正紀君） 吉村議員の備蓄品の状況について、補足の説明をさせていただき

ます。

先ほど町長からもございましたように、町単独で備蓄をしている量につきましては、当初、災

害発生の初日をめどに量の確保をしております。実際には、県との連携備蓄でありますとか近隣

市町村からの応援によって必要分を提供いただくということとしておりますし、実際に、今年の

７月の豪雨のときにも県のほうに備蓄品の要請をいたしまして、県はイオンと連携協定を結んで
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おりますので、イオンから飲料水と備蓄品のほうを、食料のほうを提供いただいております。以

上です。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 最後に、支え愛マップ作り、町長もお考えであるということをお

聞きしまして安心しました。総合計画の基本計画でも、支え愛マップの取組の推進は、平成３５

年ということは令和５年なんですけれども、集落で取組実施を目標にしているとなっているんで

すけれども、具体的にこの支え愛マップ作りの今年度、来年度、そして令和５年には実施という

取組に対して、町長はどのようにお考えでしょうか、お尋ねします。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 支え愛マップについては、令和元年度に吉田集落がまず最初に取り組ん

でいただきました。昨年度、８集落、今年度、２集落ということで、集落からの意向がございま

したが、ちょっとコロナの関係でできておりません。そういったこともございますけど、それ以

上にまだ希望される集落が増えてきておると思いますので、新年度からも継続して指導体制もで

きてきておりますし、きちっといい事例もございますので、積極的に社協さん等と一緒になって

進めていきたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 既に支え愛マップ作りを行った集落の方にもお聞きしましたけれ

ども、本当に、それまで地域がどこに独り暮らしの方がおられるとか、歩いてみてここが危険だ

なあとか、いろんなことを気づいてよかったと言っておられました。マップを作ることが目的で

はなくて、本当に人の絆をつくるという意味において、そのマップ作りの後に訓練をしてから、

お隣同士、気にかけ合うとか、そういうことが起きてよかったんだということを言っておられた

ので、本当にこれが今後、三朝町の絆をつくるためでも重要ではないかなあと思いました。

そして、ちょっと前後して申し訳ないんですけれども、避難所、令和３年の５月に避難情報に

関するガイドラインが変わりました。そのときに、ホームページとか、あと町報の中にその内容

が記載されてたと思うんですけれども、新しいガイドに対してのこともテレビでもよく放映され

てたんですけれども、なかなかそれが自分と結びつきにくい。文書等で来ても、ああそうなんだ

ぐらいにしか分からないので、もう少しきめ細やかに、情報は提供しましたよではなくて、例え

ば集落に向かって、こういう内容なんだよ、こういうことなんだよ、こういうときには避難しな

いといけないんだよというあたりの細やかな、また座談会とか集会とかも持っていただいたらい

かがかなと思いますけれども、町長、いかがでしょうか。
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○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 私たちもそういった防災学習等については出かけていくようにしており

ますし、自分のところのことを言うとなんですけど、うちの村もそういったチラシだとか、そう

いったことで、ちょっと寄り合いのときに時間を割いて、３０分ほど、担当の役員さんが説明を

しながら、うちの村は併せて水害時のマニュアルといいますか、どこに避難をしてどういうのと

いうのをつくっておりましたので、そういったものも含めてそういう場を持ちましたですけど、

一つ一つ村の中でそういうことにつながってくればいいなというふうには思います。以上です。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員。

○議員（４番 吉村美穂子君） 最後になります。提案とともにお願いしたいのは、本当に防災は

自然災害だけではなく、いわゆる今、詐欺だとか不審者だとか事故などの人為災害のためにも、

この支え愛マップ作りというのは本当に重要になってくるのではないかと思います。防災白書の

中でも、家族も含む自助や近隣住民などの共助により救出された方が８割だと。あと、救援によ

る救出が２割だと言われているというように、もちろん自助も大事ですけれども、これからは特

にこの遠隔地だとか独り暮らし世帯だとか思うと、共助が命を救うことになってくるんではない

かなあと思います。幸いにして、三朝町は皆、御家庭でお米を作ってたりとか、おみそを造って

たり野菜を作ってたりとか、そういうことがあるので、うちのこの食べ物でしのごうよとか、そ

ういう関係づくりって非常に密になるんだなあということを思うと、本当にこの支え愛マップ作

りがこれから重要になってくるなと思います。

そして、皆様にお願いしたいのは、このＰＤＣＡサイクルを潤滑にうまく回してほしいなと思

います。防災に対するプラン、マニュアルをしっかり立てていただいて、そして、防災訓練をし

ていただいて、そして、その防災訓練した結果をチェックし、反省し、課題を見つけて、そして

もう一度見直してマニュアルを作って行動してみる、このようなＰＤＣＡサイクルを持って、防

災も三朝町の皆さんが支え愛マップとこのような循環を通して守られていくのではないかなあと

思いますので、ぜひこれからもこの防災に対して、町長はじめ意識していただけたらと思います。

以上です。

○議長（吉田 道明君） 吉村議員、最初ですので問いませんでしたけど、最初の質問は通告書ど

おりとしてください。

○議員（４番 吉村美穂子君） 分かりました。

○議長（吉田 道明君） 今日はほかに初めての方がおられますので、議員がおられますので、ほ

かの議員さんも初めての方は気をつけていただきますようにお願いします。
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○議員（４番 吉村美穂子君） はい。

○議長（吉田 道明君） 以上で吉村美穂子議員の一般質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） 次に、９番、山口博議員の、松浦町政の２期目の施政方針を問うの質問

を許します。

山口博議員。

○議員（９番 山口 博君） このたび、松浦町政の２期目がスタートいたしました。私は、２

期目の町長の施政方針について問うものでございます。

さきの選挙で、松浦町長は無投票で再選を果たされ、松浦町政の２期目がスタートしました。

私は、今般の一般質問で、町長がこれからの４年間、町政をどのように進めようとしておられる

のか問うものであります。

選挙に際して町長が町内に向けて配布されました検討資料で、１つ、２つのプロジェクトの推

進、２つ目、３つのチャレンジ、３つ目、住民サービス向上・住みよいまちづくり、４つ目、町

を担う人材育成、５つ目、健康長寿のまちづくりを掲げ、町民と二人三脚で推進するとしておら

れます。この検討資料に示された内容が、松浦町政の今後４年間に取り組もうとしておられる方

針と理解するものであります。

最初の２つのプロジェクト推進では、１つ目、温泉を活用した健康まちづくり、２つ目、現小

学校校舎の各種活動拠点化の２点を、次の３つのチャレンジでは、１つ目、ラドン温泉を基軸と

した稼ぐ観光にチャレンジ、２つ目、担い手育成支援とスマート農林業へのチャレンジ、３つ目、

人口減と集落力低下に対応した新たな地域振興にチャレンジの３点を提案しておられます。

私は、この２つのプロジェクト推進、３つのチャレンジについて、町長がどのような意図を持

って提案されたのか、さらには具体化への道筋をどのように描いておられるのかお聞きするもの

であります。

最初に、２つのプロジェクトの中で、温泉を生かした健康なまちづくりを掲げておられますが、

これまでも多くの提案がなされてきました。今回の町長が意図しておられる提案は、これまでと

どのように違う内容で、どのように取り組むことを想定しておられるのか。

次に、現小学校の跡利用策については具体の内容が見てとれますが、検討資料で触れておられ

ない東・南小学校校舎跡地の対応についての結論を出すことが急がれるのではないでしょうか。

まずはこの２件についての町長の見解を伺います。

次に、３つのチャレンジの中の第１点目、ラドン温泉を基軸とした稼ぐ観光にチャレンジする
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としておられるが、稼ぐ観光とはこれまでの観光諸施策とどのように違うものを想定しておられ

るのかお聞きしたい。言うまでもなく、ラドン温泉を基軸とした観光産業は三朝町の大きな柱で

すが、三朝町全体を見るとき、温泉地域と他地域（竹田地域・高勢地域・小鹿地域・三徳地域）

では大きな温度差を感じます。これらの温度差を解消するためにも、稼ぐ観光で全町が潤う取組

が必要ではないでしょうか。そのためにも、過去にも提案がありました三朝温泉観光協会から三

朝町観光協会への転換の検討も必要と考えます。

第２点目で、農林業の持続性を高め、担い手組織の育成、スマート農林業を提案しておられま

すが、特に持続性を高めるとはどのような具体の方策を考えておられるのか、内容をお聞きした

い。

３点目で、人口減、集落力低下に対応した新たな地域振興にチャレンジでは、どのような新た

な振興策を想定しておられるのかお聞きしたい。紙面の制約もあってか、検討資料では、三朝町

が直面しているコロナ禍関連施策、若者定住対策などの重要課題に触れられておられませんが、

これらについてどのように考えておられるのか、併せてお聞きしたい。詳細な具体内容はこれか

らと理解しますが、責任ある立場の町長として、ある程度の具体の姿を町民に示すべきではない

でしょうか。町長が検討資料で町民に提案、約束された諸事項が絵に描いた餅に終わらないよう、

注視していきたいものと考えております。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 山口博議員の、松浦町政の２期目の施政方針を問うについての御質問に

お答えをいたします。

最初に、温泉を生かした健康なまちづくりについてお尋ねがございました。今回提案したプロ

ジェクトのいわゆる基本的な考え方、コンセプトは、その意図は変わるものではございません。

これまでの中で、健康増進エリア構想という形で提案をしておりました。少し分かりにくいかな

というふうに思ったので、今回の改選と併せて分かりやすい表現で町の人に表明をしたと、提案

をするということでございます。そういったような形で温泉がどのように町民の方と深く関わっ

ていただいて健康で長生きしていただけるか、そういうものでございまして、あえて違いを言う

とすれば、温泉というと、これまで観光主体のほうから入ってきたところがあって、観光振興は

当然のことでありますけど、やはりそれに加えて、町民の健康づくりという視点ということで温

泉の活用を図っていけたらというふうに考えております。

自分が想定する中では、これまでの議会の中でも多くの議員の皆様から提案もいただいてはお

りますが、温泉の施設だとか、それから健康増進の施設だとか、そういったことを私も同じよう
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にイメージをしてきております。これから関係する方々とのいろんな構想を練りながら、併せて

有効性を検証して事業化を進めていきたいというふうに思っております。これまでも、役場の中

ではプロジェクトチームを横断的につくってまいりまして、いろんなところをコロナがちょっと

落ち着いたので調査にも行かせました。これからそういったことを踏まえて、私だけの思いでは

なくって、みんなの思い、そして関係者の思い、町民の思いをつくり上げていきたいというふう

に思います。

次に、議員から東小と南小学校の校舎跡地の対応についての御質問をいただいております。昨

年の３月に町の学校跡地施設等利用検討委員会というのをつくって、その委員会での提言を受け

て、その提言を尊重しながら取り組むというふうに申し上げてまいりました。すなわち、敷地内

施設一括での売却を行って、民間企業による活用を第１案とするというものでございます。これ

まで、いろんな形で情報発信もしてまいりました。しかしながら、ちょっとコロナ禍にあって民

間企業の方が地方に行けれないだとか、投資意欲が随分退いているということもありまして、動

きがまあまあ、まあというか、抑えてきたというか、どちらも抑えているという状況でございま

す。一方で、その提案をしていただくというのはこれまでも随時受け付けてきておりまして、い

ろんな問合せもあったり、それから、県外の方の現地視察というのも複数受け入れてきておりま

す。また、国のマッチング事業というのがありまして、そこの中で施設のＰＲも行っております。

そちらのほうはまだ進展はございません。

今回、私の提案の中では、今、議員も言われましたけど、２校の分については、これまでもそ

の活用方針をずっと示してまいりましたので、２期目に向かっての提案としては、三朝小学校の

活用をどういうふうにしていくかと、私の方針を示すことが、町民の皆さんからも関心を寄せて

いただく、また、いろんなことで意見交換ができるではないかというふうな思いの中で提案をし

たということでございます。

次に、３つのチャレンジの第１点、ラドン温泉を基軸とした稼ぐ観光がこれまでの諸施策とど

のように違うかという御質問をいただきました。観光産業に取り組む目的の一つというのは、観

光客の消費をより拡大をさせるということが、地域が潤って地域の経済が循環をする、そこの中

で活性化が図られるということではないかというふうに思っております。これは、三朝町に、三

朝温泉に観光に来ていただいて、町の中でいろんな形で消費をしていただく、そこの中で民間事

業者さんも伸びていく、いろんな特産品が生まれていく、ごく自然のことだというふうに思って

おります。そんなことで、三朝温泉に泊まっていただいて、観光しながら地域の中で興味を持っ

ていただいて、そして、関心を高めていただいてお金を使っていただく、町内消費を促すことで
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活性化を図りたいと、そういう思いからでございます。

その思いの一つとしては、なぜそういうふうに思ったかということは、前々からずっと自分の

中ではそのデータを見てきましたけど、２０２１年度のある旅行会社の調査がありまして、県外

客の１人当たりの鳥取県内での観光消費額は、個人旅行の場合ですが、宿泊・交通、飲食を含ん

だもので大体４だ ４００だになるという数字が出ておりまして、それを全国でだだをしてみる

と ０００だほど低い金額でございます。このと計数とというのが数年前からあまり変わってな

いということになりまして、これは三朝町だけの数字というのはなかなか調べることが難しいの

で出ておりませんが、鳥取県の数字がほぼ同じような傾向だというふうに思っております。そう

いったことから、皆さんにもっと頑張りましょうと、そういったメッセージのつもりで稼ぐ観光

という言葉を使わせていただいております。

これまでも何度も説明はしてまいったと思いますが、改めて、三朝温泉は世界屈指の含有量を

誇るラドン温泉のよさを生かして、入浴だけではなくて、飲泉や熱気浴など様々な方法で心と体

を癒やしていただいております。岡山大学にあってはラドン温泉の健康効果に関する研究が進め

られてきておりまして、その研究に基づいたエビデンスが示されることで三朝温泉のすばらしさ

がさらに明らかになるということを期待をしております。町としても大学と連携を深めることが

肝要かというふうに思っております。温泉地域と他の地域で観光に対する温度差があるとすれば、

観光から受けるメリットを享受をしながら、その差を縮めるように、いわゆる観光客のニーズの

分析、三朝温泉を基軸に町の地域資源をつくっていく、掘り起こしていく、いいものにしていく

と、そういったことに努めてまいりたいというふうに思っております。

一方で、その地域で取り組まれる振興事業、祭りだとかイベントが、全てが観光に結びつけら

れるということでもないと思います。地域での選択肢もございますし、それぞれ活用方法も目的

も異なっていると思いますので、地域内での循環、町の中で町の人が楽しむ、そういったことで

もよいと思うことも幾つかございます。

次に、観光協会組織の転換については、もともとの起こりは民間主導で発足したものだという

ふうに私は認識をしておりますので、町がその検討を先行するよりは、やはり観光協会の中で議

論を深めていただくということが、今時点では必要かなというふうに思っております。

山口議員は、公約の中で、みんなが潤う全町観光地化を提案をされたというふうに思います。

私と思うところは幾分は相通じるところもあるかというふうに思っております。多様な施策を展

開ができると、そういったことにもつながるというふうに思っておりますし、これまでもそのよ

うな提案も度々いただいておりますので、今後も続いていただければというふうに思っておりま
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す。

続いて、２点目として、農林業の持続性を高めるための具体の方策についてのお尋ねがござい

ました。本町の農林業を取り巻く環境は、所信表明でも言いましたけど、高齢化や担い手不足と

いった課題に加えて、今年は特に主食用米の、米の価格が非常に下がっておると。それから、今

後、需要の低下による減産も懸念をされており、一層厳しいかな、厳しさを増してくるというふ

うに現状では認識をしております。

そのような中で、やはり農業の担い手確保ということに努め、農業の持続性を高めていくとい

うことが必要になってくるというふうに思います。労働力がいわゆる減少する中で、やはり効率

の高い経営形態に加速をする必要がありますし、やはり三朝町の場合は、農地の有効利用という

のをいかに進めていくかということ、その中で担い手農家の経営支援、そして集落営農等の組織

の持続が今は重要と考えております。これは水田農業だけではなしに、果樹とか畜産、酪農、そ

ういった農家の方、小規模にはなっておりますけど、非常に町の農業というものを支えてきてい

ただいておりますので、水田農業の育成の仕方と、また専業的経営農家、担い手農家の育成の仕

方というのはおのずと違ってくると思います。そういった全体を含めて見たときに、やはり省力

化に向けての、いわゆる今のスマート農業という言葉を使っておりますけど、そういった形での

導入というのはやっぱり避けては通れないのかなと思っております。一例として、今年、ドロー

ンを使って水田の農薬の集団での散布を試行をして実施をされた営農集落というのもありますの

で、やはりそういった集落、生産組織の中でいろいろと考えていただいて、国の支援制度の中山

間地域の直接支払い制度だとか、そういった集落協定の中で連携をしていただいて、やはり農家

組織の課題を皆さんで共有をしてもらって、特に三朝町のように非常に農地が狭くて急斜地にあ

るような、そんな農地環境でありますから、そういった、スマート農業というとすごく大規模な、

自動運転のトラクターだとか大規模なことが出てくるんですけど、三朝町に合ったようなＩＣＴ

を使ったやり方があるんじゃないかなと。そういうふうな有意義な技術を積極的に導入をしてい

くということは、これは農家の方々、生産者の方々と一緒に模索をしてまいりたいというふうに

思います。

さらに、鳥獣被害が本当に農業、林業とも、年々その被害が増してきております。これは農家

の所得に非常に大きく影響をして、それが生産意欲の低下につながるということがずっと危惧を

されてきておりますし、その傾向は拡大傾向にありますので、こういった捕獲奨励等々含めてき

ちっと支援をしながら、農業の持続ということに努めていく必要があるというふうに思います。

３点目として、人口減、集落力低下に対応した新たな地域振興へのチャレンジについてのお尋
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ねがございました。これはコロナ禍によって活動の形態が長期化をしてまいりまして、いわゆる

人口減少の影響というものも集落の中でいわゆる身近に感じておられる、そういったところもあ

ったり、地域活動の中でもそういったことがあるというふうに推察をしております。少子化に起

因する要因というのは、地域活動の停滞や集落における担い手不足から起こる存続への危機感も

生まれておりまして、中でも、高齢化が進む奥部の集落では、本当に深刻な課題と受け止めてき

ております。

それぞれの地域が、集落がどうすべきかということは、地域協議会の中でも皆さんといろいろ

と話をしてみると、本当に真剣に考えておられますし、どうした取組をしたらええかということ

も議論をされております。地域協議会だけではなくて、集落でもそれぞれ内容は違っても同じだ

というふうに思っております。若干の温度差がありましても、全町の課題としてできることをで

きる方法で進む、それが糸口を見いだすことになるということだと思っております。地域の活動

を信頼をして、町民と行政の二人三脚、そして積極的な参画をしていただくと、そういった積み

重ねが、ひいては新たな地域振興を生むものというふうに思っておりまして、そういった機会を

増やすべく、きっかけづくりや活動の後押しに力を入れてまいりたいと思います。

この課題は、持続するまちづくりのためには、行政だけではなくて、議会も地域と課題を共有

をされていると思いますので、それぞれが、私もそうですけど、選挙で公約をされている、そう

いうことは私としても心強い限りでございます。地域振興に挑戦される活動への支援は、合意形

成を図りながら、機会を先送りすることなく対応していきたいというふうに思います。

最後に、コロナ禍関連施策、若者定住対策についてのお尋ねがございました。コロナ禍関連施

策と若者定住対策は、紙面の制約ということではなくて、切れ間なく継続していく重要な施策で

ございます。そういったことで御理解をしていただきたいと思いますし、コロナ禍におけるワク

チン接種の対応は、感染予防対策と経済の活性化の両立に取り組んで続いてまいります。若者の

定住に関しても、これは複合的な一つの施策でありまして、三朝町に住んでいただく、選んでい

ただく、そういった町の政策に取り組んでまいります。

以上、答弁とさせていただきます。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） ただいまの答弁で、温泉を生かした健康なまちづくりの件ですけ

ども、先ほど岡山大学との連携等も話が出ておりましたし、町民の中でも温泉を享受してる人口

っていうのは、旧三朝村っていいますか、砂原から大瀬ぐらいの範囲でしかないだろうと思いま

す。ここで、温泉を生かした健康づくりということになってくると、それ以外の町の人たちを、
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どのように温泉を活用してもらって健康につなげてもらえるかということの施策が必要じゃない

かなあというふうに思います。そのためには、例えば町民の人たちでも湯治という言葉を使うよ

うなことも、それこそ健康につなげる一つの手だてではないかなあというふうに思いますので、

以前にも提案があったかと思いますけども、入浴券を配って定期的にはある程度皆さん、町民の

方が参加できるような、そういうふうな健康と温泉をつなぐという、つなぐ何かの方策が、今言

いましたように、入浴券であったりとか、あるいは健康福祉課等で思いつかれるいろんな健康ウ

オークの後に温泉を活用するとか、やはりそういうふうな、いわゆる何とか温泉と健康施策がつ

ながるようなことをしないと、なかなか温泉プラス健康という形にならないんじゃないかなあと

いう思いがあるんですけども、その辺、町長、どうでしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） いろんな考え方があると思いまして、入浴券のこと言われましたけど、

そういった提案が元で、旅館組合さんのほうで毎月２６日、お風呂の日ということで、ほぼ半額

の料金設定で町民の入浴を窓口を広げていただいております。まず、いろんな温泉に対してはそ

れぞれ皆さん御意見がお持ちなので、もっと気楽に入れる浴場があればいいだとか、今、公衆浴

場があるわけですけど、ちょっと規模が小さいので人数が限られてしまうだとか、そういった課

題を含めて、今回、改めて整理をしていきたいという思いです。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） ぜひ町民の方が、限られた回数じゃなくてだだ的常時、温泉を享

受できるような方策を考えられたいと思います。

次に、ラドン温泉を基軸とした稼ぐ観光にチャレンジということについて聞きますけども、私

が思うのに、稼ぐという点については、温泉街の人たち、三徳山のほうの人たちはいろいろと稼

ぐ手だてを持っとられますけども、それ以外の地域については、何ら今のところは手だてがない。

以前にも提案しましたけども、町の奥部のほうには空き家がたくさんあって、そういうところを

利用した民泊であったりとかいうことを提案したんですけども、改めて全町が潤うという点にお

いては、奥部にある空き家を貸し出して、そこの所有者に使用料が還元されるというふうなこと

もこれから必要でないか。というのは、例えば、温泉街の旅館には泊まるけども、次の日は三朝

の奥部のほうの空き家に行って夏休みを何日間を過ごすというふうなことも、ある面、この稼ぐ

観光につながるのではないかなというふうに思いますし、それから旅館だけに泊まっておる人に

しても、新しいメニューをつくる、これは以前にも提案したと思いますけども、三朝町の自然豊

かな資源を活用して林道ウオークであったり森林浴であったり、これは１泊は旅館で楽しみなが
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ら、次の日は弁当持ちで森林ウオークであったりとか、例えば旅館の車で送っていって、弁当持

ちで送り出して、一日ゆっくり過ごしてもらって、また帰りには迎えに行って旅館に泊まっても

らうということで、１泊余分に泊まるような、滞在を延ばすというふうなこともこれからは大事

ではないかな、そういう点において、三朝地区だけが稼ぐんじゃなくて、全町に潤いが循環する

ような施策をぜひ考えるべきではないかなというふうに思っております。

度々提案したこともあると思いますけども、新たなプラン、メニュー等をつくることによって、

稼ぐ観光につなげたいと。私はそういう方向を考えるべきではないかなと思いますけども、町長、

その辺はどうでしょう。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 議員の言われますことを全部、どういう方法で考えれるかなって思った

ときに一番大事なのは、私たちは三朝地域だけが観光をする地域だとは全く思ってないんですよ。

町内どこでもそういうことはあると。ただ、そこでやっていただける人は、じゃあ、私がやろう

と。空き家があって田んぼもあって、じゃあ温泉にはお風呂をつくって湯をくんでくるだとか、

連れていってあげる、そういうサービスをしながらやってみたいという人があれば、町は幾らで

も支援をしていきますというスタンスは変わってないし、うちのスタッフもそういうふうに考え

ておると思います。そこを、やはり私たちはとにかく人が動くということがそういうことだと思

うので、そういう人たちの思いや希望を抑えておるわけでは全くなくて、そういう人たちをつく

っていきたいということです。三朝の観光業としてやられる、一生懸命頑張っておられる方は、

来られたお客様に対してどういったようなもてなしをして、どういったように三朝の資源を活用

していただくかというのは、それぞれによく考えておられるというように思います。たまたま商

品としてパンフレットに上がってこないもんもたくさんあったり、継続性がないもんもポイント

的にもあったりするので、それはやはりこれだけ世の中が動いていく中で、これからコロナ禍の

後に多分観光の形態も、それから一人一人の思いも違ってきて、ますます細分化をされてくると

いうふうに思っておりますので、それは町の観光事業者さんの今の一生懸命考えられていること

に対して、非常に何か楽しみというか、そういう期待感もしておりますので、町として、農業者

であろうが一般の方であろうが、そういう方で少しでも受け入れて有利な販売をしたり、ＰＲを

したり、また自分の家を活用して民泊をしたいという方があれば、どんどん支援はしていきたい

と思いますし、観光のベースの中に乗せていきたいと思います。以上です。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） 何でもかんでも町にこれやったらどうですか、これはやったらど

－１８－



うですかというのも、なかなか人的な問題もあるでしょうし、またノウハウの問題もあるでしょ

うから、私個人でも、町内にいろいろすごい思いを持っている人がたくさんおられますので、そ

ういう人たちを迎合して何かいろんなことを提案して、スタートして、それをあと町のほうにバ

ックアップしてもらうというふうな考え方もしたいなというふうに思っておるところですので、

その辺をこれから育てていきたいなというふうに思っておるところでございます。

それから、観光協会を全町に広げるという考え方、これは以前のときにもほかの議員が提案し

たこともありましたけども、私は全町が観光に意欲、意識を持つという点において、温度差をな

くするという点においては、そういうような全町に広げた観光協会をつくって多くの人たちを仲

間に入れて、それぞれの思いを持って進めることも必要じゃないかなと思いますので、これは先

ほど町長の答弁では、民間から始まった話ではないかということでしたけども、ある面、町のほ

うからも後押しをするというふうな形で提案をしてもいいんじゃないかなというふうに私は思い

ますけども、町長、その辺どう思われますか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 今の現状では、先ほど申したとおりでございます。これからどういう状

況になるか、観光協会だけではなくって、それぞれの皆さんの考え方、それから観光協会自体の

運営も、設立をされてきた昔とは変わってきておりますので、そこらが全く関係ないよという話

ではなくて、いろんなことの中でちょっと注視はしてまいりたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） 機会がありましたら、そういうことも関係者のほうに話していた

だけたらなというふうに思っております。

次に、農林業の持続性を高めという言葉を使っておられますが、三朝町ではこれまでいろいろ

な作物に取り組んでこられましたけども、途中でポシャっちゃったりしてるケースが結構ある。

なぜかというと、やはり息の長い支援策ということが欠けてたんじゃないかなというふうな思い

もあるんですけども、そのためにはいろいろ、今回もまた新しい取組が町内ではなされておりま

すけども、ある日突然はしご外しちゃうようなことじゃなくて、息の長い持続的な支援をぜひす

べきではないかなというふうに思っております。そのためには、後継者ができてきて、それらが

意欲的に取り組んでいく。それをいろんな補助制度を利用して助けていくということが大事では

ないかなと思いますし、それから町内のいろいろ耕作放棄地っていいますか、人手がないために

耕作ができなくなって出てきちゃっていることを考えると、それらを受けて取り組んでくれる人

を育てるという後継者、これが非常に大事ではないかなと思います。いろんな手だては今、町内
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に設定されますけど、何か新たな手を打たないとなかなかそれが取り組んでもらえないんじゃな

いかなと思いますけども、その辺はどのように感じられるでしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 農業は、いろんな形というか、農業をなりわいとして専業的にやられる

ところと、米にすると飯米農家、自給自足農家がありまして、そういう中でやられる農家と区分

がありまして、それを一つにするというのは全く無理な話でございます。やはり農業を大なり小

なり経営しようかと思ったときに、一人一人の目的が多分あるはずだと思います。自分はこうい

う思いで農業をするんだと。だから、それがないと農業ってやっていけないと思うし、１年野菜

を作っただけで諦めてしまうだったら、農業ではなくて趣味だと私は思いますので、だけ、いろ

んな形で本当に業としてやる場合と、野菜作りの中で、例えておひさま市の中でまた波及してい

くと、そういうパターンもあるわけで。また、ある人にとっては健康づくりだという人もいろい

ろあったりします。ですから、支援の仕方がいろいろとパターンが違うと思うんですよね。飯米

農家なんかは、米作りも非常に高齢化して大変になってきたとなれば、集落の中でまとまって機

械を共同利用しながら農業をやろうという形にもなってきます。ですから、非常に難しい側面も

ありますので、やはりそれを専業とする方の農家の支援と、それから一般的にそれ以下の一般農

家の支援というのはおのずと違ってきますし、もう一つは野菜作りを例にしたときに、一つ一つ

のことから野菜作りを覚えてこられた方が少しでもおひさま市とかに物が出ていって、それが多

品目少量生産の三朝町の形がもう少し、今ちょっと弱くなってますから、定着できるような、そ

ういったことも大事だというふうに思っております。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） 農業においても希望の持てる農業でありたいと思いますので、そ

の辺の施策はきめ細かく対応していただきたいと思っております。

次に、コロナ関連でございますけども、第３回目の接種がいろいろ報道されております。町内

でもスムーズに３回目が受けれるような対応をぜひすべきではないかなというふうに思っており

ますけども、いわゆる接種券等の発送、ちょっと通告には言ってませんけど、コロナ禍というこ

とで捉えますと、そういうような取組はどのように今考えておられるのか、お聞かせ願えますか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 接種券については、配付できるように事務的な準備はしてきております。

それで、まだちょっとワクチンの配付だとか、３回目接種の種類、交差接種のことについて、ま

だ国のほうから示されていないことがたくさんありますので、ちょっと状況はあまり変わってな
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い、うちのほうで対応できる準備を進めているという段階でございます。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） 混乱のないようにスムーズな接種ができるように、よろしくお願

いしたいと思います。

次に、若者の定住策についてですけども、これは切れ目なく取り組まなきゃならない課題だと

いうことで言われましたけども、この御時世、コロナのことで大変な状況にあることは分かりま

すが、三朝町が多くの若者に住んでもらえるために、小学校の新しいのができるということも大

きなインパクトにはなるでしょうけども、やはり施策として例えば給食の無償化であるとか、い

ろいろ皆が注目するような施策を打つ必要があるのではないかなというふうに思います。よく言

われますように、よそとは、トップランクの施策をやってるというふうな表現をよく言われます

けども、トップランクじゃなくてトップでないといけないと思います。そういうふうな点で今後、

今回、町長の答弁の中で切れ目なくの中で、私が今言いましたことについてどのように思われる

でしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 若い人の定住対策はみんなで常に考えてきております。そういったこと

が、いろんな過程の中でのひらめきがあったり、情報をいただいて実行に移すと、いろんなこと

が大事だというふうに思っております。何がヒットするか何がヒットしないかは別問題でありま

して、いかに若い人たちに三朝町に住みたいということを選んでもらうためにはどうにいするか

ということが大事だというふうに思っております。支援が大事か、環境が大事か、また教育が大

事か、いろんな面が人それぞれに違うと思います。ただ、三朝町は、地域によっても違いますけ

ど、そんなに奥部ではなくって住みやすいところだよという、そういったことも基本的なことか

らもそれも大事にして、ＰＲしながら施策を組み合わせることも大事かなと思ってます。

○議長（吉田 道明君） 山口議員。

○議員（９番 山口 博君） 多様な政策を提案することによって、若者を定住に向けて頑張っ

ていくべきだと思っております。

私は今回いろいろ質問させてもらいましたが、町長も多くの施策を提案しておられます、公約

の中で。やはり限られた人的資源の中で、いろんな施策を進めようとするとなかなか難しいだろ

うと思いますけども、私はきちんとした施策に優先順位をある面つけて、それをこなしていくと

いうことも大事ではないかなというふうに思っております。町長がたくさん掲げておられますい

ろんな施策が絵に描いた餅に終わらないようにするために、そういうことを提案して、私の質問
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を終わりたいと思います。

最後に一言お願いします。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） スタートしたばかりですので、頑張ってまいります。

○議員（９番 山口 博君） 終わります。

○議長（吉田 道明君） 以上で、山口博議員の一般質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） しばらく休憩いたします。再開は１１時２５分からとします。

午前１１時１４分休憩

午前１１時２４分再開

○議長（吉田 道明君） 再開いたします。

次に、３番、河村明浩議員の子供たちの公園についての質問を許します。

河村明浩議員。

○議員（３番 河村 明浩君） 子供たちの公園について、町長に御質問させていただきます。

本町は、子育て支援につきましては、保育料の軽減などの経済対策や、保育施設の整備につい

て実施をされていると思います。しかし、休日、家族で過ごせるような公園がなく、町外のコン

ビネーション遊具がある場所や大規模な県営公園を利用されているのではないでしょうか。

先日、町長の初登庁時の新聞記事に、子供たちのための公園を造りたいと述べておられたとこ

ろに目が留まりました。私自身この記事に期待し、いろいろと想像するようになりました。まず

現段階で、子供たちの公園整備についてどのような構想を持っておられるかお聞きいたします。

私は、整備されるときには、三朝の自然と木材を生かしたフィールドアスレチックや遊具が望

ましいと考えます。また雨天時には、屋内で積み木などで遊べることができればいいと思います。

言わば、木育活動を広め、森林環境に親しむことができると思います。また町民だけでなく、観

光客を含め、町外者にとっても魅力ある公園であることが必要であると考えますが、町長はどう

考えておられますか、お聞きいたします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 河村明浩議員の子供たちの公園についての御質問にお答えをいたします。

初めに公園の構想についてでございますが、議員には新聞に目を留めていただいてありがとう

ございます。新聞に書いてあったとおりでございまして、私が初登庁の日に朝礼で職員の前から
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した挨拶の中で、長年、役場の職員として、町長としておって、子供の公園をひとつ造ってやり

たいなという、そんな思いをお話をしたら、それが記事になったということでございます。です

から、構想っていうのは全く自分の中にはなくて、これから、今議員がいろいろと提案もありま

したけど、そういったことで幅広く意見を頂戴しながら、公園といってもいろんな物の考え方が

ありますので、そういったことを含めて少し時間をかけながら造っていきたいなと、構想を練っ

ていきたいなという思いでございます。そういったことで進めてまいりたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いします。

○議長（吉田 道明君） 河村議員。

○議員（３番 河村 明浩君） まだ松浦町政の２期目が始まったばかりということで、このこと

について質問をさせていただくには早かったかなと思いますが、以前から、天気がよい日に家族

で弁当を食べながら一日を過ごせることができるところが町内にあったらいいなと思っておりま

した。子育てをする家族にとりまして、屋外で子供たちが楽しそうに夢中で遊んでいる姿が家族

にとっても大変うれしいことだと思います。家族の方もその様子を今はスマホで撮影して、町内

ですばらしい思い出ができるものだと思っておるところでございます。それが三朝町の愛着にも

つながると思っております。

この公園を整備されるということはこれからまだ考えていかれるということで、これ以上の質

問をさせていただくことはありませんけれど、特に場所に、整備される場所が一番気になると思

っております。平地でなくても丘陵地等で楽しめるところも考えられます。町内にはいろいろな

地域がございまして、どこでも造るには可能なところだと思います。場所について、今ちょっと

考えておられることがあったら教えていただきたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） そんなことですから、場所のことも全く頭にはございません。これまで

も、若い子育てのお父さん、お母さんから子供の公園が欲しいですよねという声は何回かもう耳

にしておったり、今回、町内を回る中でも、ちょっと立ち話の中でもそういうお気持ちもありま

したので、これまでそういった意見が町の中であまり出てこなかったということもありました。

ですから、いろんなところで皆さんからのお気持ちを聞きながら、とても大事なことだと思って

おりますので頑張っていきます。

○議長（吉田 道明君） 河村議員。

○議員（３番 河村 明浩君） 分かりました。

それでは、次に三朝温泉への観光客も、お子様連れの観光客の方もお見えになられると思いま
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す。そういう方にとりましても、１泊されて次の日にその公園で遊んでいただいて、また泊まっ

ていただくということもできれば、人が集まり、消費の拡大にもつながり、観光の振興にもつな

がってくると思いますので、その点についても御検討いただきたいと思います。

この質問については、私の思いを最後に述べさせていただいて終わりたいと思いますが、子育

て世代の皆さんの御意見をお聞きしていただき、三朝町の資源や人材を生かしていただけるよう

なものを策定していただきたいと思っております。以上で終わります。

○議長（吉田 道明君） 答弁はいいですか。

○議員（３番 河村 明浩君） いいです。

○議長（吉田 道明君） 次に、若杉山についての質問を許します。

河村明浩議員。

○議員（３番 河村 明浩君） 若杉山が、「山と溪谷」の１１月号の特集、全国絶景低山５０に

選定されたことは町長も御存じかと思います。この本につきましては、このような本でございま

す。

私は、今年から竹田地域協議会が実施されております除草等の作業に携わらせていただき、久

しぶりに登りましたが、パノラマ展望と草原の広がる絶景の山であることを再確認いたしました。

この本に掲載されたことにより、多くの登山家が訪れられると思いますので、道路、駐車場やお

手洗い等の整備が必要だと思いますが、町長はどう思われますか。

鏡野町の高清水トレイルや真庭市の蒜山三座と連携した取組ができればと思います。また、町

では若杉山についてどのように公表されていますか。これを機にパンフレットなどを作成してみ

てはいかがでしょうか。町長の考えをお尋ねいたします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 河村議員の若杉山についての御質問にお答えをいたします。２点につい

て御質問いただきました。私も先ほどの「山と溪谷」の特集記事を拝見をしました。近年の登山

ブームもあって、県内外からの山に来られる方も増えてきているというふうにお聞きをしており

ますし、その記事の中にも書いてありましたけど、本当に山頂から広がるパノラマというのはま

さに絶景であるというふうに思います。そんなことから、観光の資源としても大きなポテンシャ

ルを有しているのではないかなと思います。

議員言われました駐車場の整備や、それに付随する現地までの道路の案内板などが必要だとい

う御提案がございました。これまでも竹田地域協議会が若杉山の活用ということで、いろいろと

山に上がられて幾分か管理をされることはもとより、そういったものも検討してまいっておられ
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ますし、うちの職員も中に入って意見交換もしてきております。どんな形がよいのか、その活用

を図るべき地域の皆さんと協議をしていきたいというふうに思っております。

若杉山に関する情報については、三朝温泉の公式サイトにも掲載をさせていただいております。

アクセスの情報とか、到着までに利用ができる公衆トイレだとか、そんなことを、山に来られる

方に有益な情報を盛り込んでいくということが必要だというふうに思っておりますので、現段階

で速やかにできることは情報提供してまいりたいというふうに思います。

それからパンフレットの作成、ＰＲといったことについては、紙媒体によるパンフレットでは

届くまでに時間を要するというふうなデメリットもありまして、最近ではデジタル情報による広

報宣伝というのが主流になってきております。山の愛好者の皆さんにもいろいろと利便性等もお

聞きしながら、当面はそのデジタルを使っていろんな情報を流すと。そういったことを優先をし

ていきたいと思っております。

また、本町と鏡野町との間にある高清水トレイルにつきましても、同様に三朝温泉の公式のサ

イトで情報発信を行っておりますので、引き続いて高清水トレイルとも一体化させるような形で

発信をして、多くの人に歩いていただける、活用していただける、そういう場所にしていきたい

と思います。以上です。

○議長（吉田 道明君） 河村議員。

○議員（３番 河村 明浩君） 近年の若杉山に登られる登山者でございますが、竹田地域協議会

にお聞きしたところ、入り口に登山届を記載するボックスで調査をされておりまして、大体、年

間約１００名がそれに記載されて登られているということのようでございます。１人もしくは二、

三人で来られて、団体で登られる方はないようでございます。登山に来られる方の利便性という

か、⒉３キロ、山頂までございます、そこのルートの中で、あと何メートルで頂上に到達するか

というような案内看板や、この若杉山に対する由来等の看板などについても設置ができないかと

思いますが、いかがでしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） それはとても大事なことだというふうに思っておりますので、どういっ

た形がいいのか、どういった内容がいいのかというのは、地域協議会の皆さんとも御意見を交わ

していきたいというふうに思います。

○議長（吉田 道明君） 河村議員。

○議員（３番 河村 明浩君） 先ほど団体の話もしましたが、団体でお越しになられる場合、マ

イクロバス等を利用される場合、やはり回し場とか駐車場が必要となりますので、そういうこと

－２５－



も御検討いただければと思います。

いずれにしましても、この本に記載されたことで登山客も増えてくると思います。遅れました

けど、この山は運動靴でも登れる程度でございまして、本格的な登山家でなくても、お子様連れ

の家族でも登れる程度の難易度の山でございますので、今後も多くの皆さんにお越しいただいて、

その絶景なパノラマを見ていただきたいと思っておりますので、地域と町と連携をしてこの山を

後世に残していっていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

最後に何かございましたらお願いします。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） これまでも地域の皆さんも非常に熱心に取り組んできておられますので、

一緒になって活用していけばというふうに思います。

○議長（吉田 道明君） 終わりですか。

以上で、河村明浩議員の一般質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） しばらく休憩いたします。再開を１時１０分からとします。

午前１１時４２分休憩

午後 １時０７分再開

○議長（吉田 道明君） それでは再開いたします。

次に、２番、小椋泰志議員の今後４年の町政の課題と取組についての質問を許します。

小椋泰志議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） 今後４年の町政の課題と取組について、町長のほうにお伺いをい

たします。私は、松浦町長の２期目のスタートに当たり、今後４年の町政の課題と取組について

お伺いをします。

松浦町長は、平成３１年３月に第１１次三朝町総合計画を策定され、笑顔と元気があふれ輝く

町づくりをテーマに、まちづくりに取り組んでこられました。この間に、コロナ禍の影響で実現

できなかった案件があるものの、まだまだ今後の問題として集中して取り組んでいかねばならな

い課題も多くあると認識をしています。私はこうした中から、２つの点について伺いたいと思い

ます。

１つ目は、三朝温泉の観光振興と経済の活性化についてです。

コロナ禍において観光客や宿泊客は激減し、旅館をはじめとした商工業者は大きな打撃を受け
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たと聞きました。三朝町経済の中核をなす観光関連産業の停滞は、町の税収面や雇用などにおい

て大きな影響を与えることになり、この対策は急務と言っても過言ではありません。しかし、そ

もそもコロナの影響を受ける前に宿泊、観光客は年々減少してきておりました。町は、これまで

も観光客増加に向けて三朝温泉の魅力アップにつながるほっとプラ座の建設や「三朝小唄」のモ

ニュメントの建立、ラドン泉の効能を生かしたラドン熱気浴施設の新設など、様々なハード面の

整備をしてきました。また、三徳山と連携した日本遺産の認定も受けました。こうした取組は、

他の県内のにぎわいを見せている観光地とだだして決して見劣りをしてないと思いますが、観光

客がなかなか増加しない原因は何でしょうか。様々な要因があると思いますが、こうした課題を

打破するための方策として、私は、三朝町の特徴である温泉や山に重点を絞ったハードなりソフ

ト事業の新たな取組、飲食店の増加対策、町内の他の魅力地の発掘と連携を行いながら、特定の

人だけでなく町全体で三朝温泉の振興と活性化に取り組む必要があると考えています。選挙の前

に町長が出された資料には、ラドン温泉を基軸にした稼ぐ観光にチャレンジするとありました。

現状を打破し、三朝温泉の観光振興と経済の活性化につなげるための町長の見解を伺います。

２つ目は、人口減少に伴う集落の活力維持対策についてです。

現在、三朝町の人口は ２１２人、令和３年１０月現現在であり、毎年１００人程度は減少し

ています。１０年後には ５００人程度までの減少が見込まれており、三朝町も人口に応じたま

ちづくりを進めていかねばなりません。こうした中、集落の活性化の維持は困難を極めていきま

す。特に奥部集落から限界が近づき、水田の維持管理ができないまま耕作放棄地も増え、近所の

見守りも困難になることが想定されます。人数や世帯が減っても集落としての活力を維持してい

くためには、総事や農業などで集落の広域連携を図るとともに、外部の人材の協力、また、移住

定住対策の充実などが必要だと考えます。また、現在住んでいる住民がこの集落に住み続けるた

め、高齢者でも小遣い稼ぎができるような特産品の振興も必要ではないでしょうか。集落の活力

の維持は、農業を基盤とした町土の保全や高齢者の見守りにおける福祉の向上につながります。

町長の考えを伺います。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 小椋泰志議員の今後４年の町政の課題と取組についての御質問にお答え

をいたします。

現状を打破し、三朝温泉の観光振興と経済の活性化につなげるための私の考えについて質問を

いただきました。これまでの観光の状況は先ほど議員からも要点を整理をしていただきましたの

で、そのとおりでございます。コロナ禍の影響を除いても観光客数が増加に転じない状況も危惧
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をされているところで、これは共通の認識だというふうに思います。さらに、コロナ禍によって、

もてなしのスタイルというものも変化をしてきております。例えば、宿泊施設では三密を防ぐ対

応や、旅行の主体が個人や小グループに加速をしてまいりました。自家用車の利用も増加をして

まいりました。新たな社会生活への変化も見ながら対応すると、そういった難しい誘客対応が迫

られることになってくると思います。

私は２期目の町政を進めるに当たって、チャレンジの１つとして、温泉を基軸とした稼ぐ観光

にチャレンジすると申し上げました。重なって答弁となりますけど、観光に来ていただいて地域

で消費をしていただくことは、これは観光としてはごく自然のことでございます。地域の中で興

味を持っていただくことをつくる、関心を高めていただくことをつくる、町内で消費を促すこと、

そういったことで活性化が図っていけるという、そういう思いからでございます。先ほども申し

上げましたけど、旅行会社の１人当たりの観光消費額、鳥取県では全国より ０００だほど低い

と申し上げました。中と国でも ０００だほどまだ低い、中と国平とでも。そういったことがあ

りまして、議員が言われるとおり、温泉や山の重点的活用や、町内の観光素材の発掘と連携、そ

して飲食店の魅力づくり、これは三朝温泉を軸として振興を図っていくということは大事なこと

だというふうに思っております。町の皆さんが身近にある自然や祭り、行事、そして食材等が観

光の中での魅力と感じていただけるものでしたら、町の外からでも来ていただけるような形につ

なげていくこと、さらにはそれらを発信をして支援をしていくことで、振興や、そして活性化、

町内での消費の拡大につながるものというふうに思います。

加えて、取組自体が観光地側からの一方的なものとならないように、いろんな観光客の視点、

ニーズに立って分析を行っていくということも大事だというふうに思っておりまして、そういう

ことで一層魅力のある観光商品を提供していく、財布のひもを緩めていただいて消費額を増やし

ていただく。そういったことにつながっていくものと考えております。

次に、集落の活力維持のために集落間の連携や移住定住対策、特産品の振興に関する私の考え

について御質問いただきました。人口減少は現実的に避けることができない課題でもあります。

議員が先ほどおっしゃいましたけど、学生で組織をしております三徳レンジャーや農村１６きっ

ぷのような外部人材の活用というのも非常に有効だと考えております。集落や地域での困り事に

対して、学生の協力を得て対処していくというものですが、町内でそういったことに取り組んで

おられる集落を見ておりますと、若者との交流は、作業を軽減するだけではなくって、新たな活

気を地域の皆さんにもたらしてくれると、そういったふうにも思えます。このような定住人口で

も、観光に来る交流人口でもなく、地域と多様な形で関わる、いわゆる観光人口と呼ばれる分野
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の人材との連携というのが今の地域づくりに期待をされるところになっております。東小鹿でも

共生の里という事業を実施をされておりますけど、やはりそれも１つの手法だというふうには思

います。集落間や地域内での共助の仕組みづくりにつきましては、従来のやり方の見直しと併せ

て考えていくことが必要です。

集落の人数や世帯、年齢構成が変わっていく中で、総事などへの対応一つ考えてみても、特に

山間部になると、議員のところも同じですけど、本当に水路が長いと、何本もあると。非常に大

変だと思います。一方で、状況は変わっても、どこの集落でもその状況というのは同じようなと

ころがあるのかなというふうに思っております。今年の７月豪雨から余計にそういうことが皆さ

ん感じられているんじゃないかなというふうに推察もしておりますけど、共通した処方箋という

のはすぐすぐにはなかなか見つからない状況にありまして、やはりこれは、町の課題、地域の課

題としてできる方法を共に考えていかなければならないというふうに思っております。

高齢の方でも小遣い稼ぎができる、そういった特産品の振興につきましても、先ほど山口議員

の中でも、おひさま市に野菜を出していく楽しみや、趣味や健康づくりの分から発展をして、そ

ういうふうにしていくこと、そういったことをベースにしていくことも大事だというふうに思っ

ておりまして、やはりそういった今あることをしていただくことを続けていただく、そして興味

があって、興味が湧いて何か新しいものに挑戦をしてみようと、新しい作物を作ってみようとい

う、そういった気持ちに結びつけていく、そういったことを提案をしていくのも町の仕事だとい

うふうには思っておりますが、そういった形を伸ばしていきたいというふうに思います。先般も

サンショの講習会も久しぶりにやりましたけど、何人か、やはりそういう経験のある方、そうい

う思いのある方が来られていたようです。そういったことで一人一人の取組から仲間ができてい

って、そしてそれが次を担う若い年齢層、高齢者となられる前の方々、そういった方々につなが

っていくということは大事なことだというふうに思います。

ほかにも、今年度より住宅支援の関係で都市計画区域外で移住定住を、住まれた場合に、補助

額を引き上げるという取組も導入をしてまいりました。経費支援のみが有効というわけではあり

ませんけど、皆さんと知恵を出し合って、移住促進だけではなくって、若い人の流出を防ぐ定住

対策について引き続き取り組んでまいりたいと思います。

以上、答弁とさせていただきます。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） 先ほど答弁をいただきました。私の考えている部分と通ずる部分、

何点かありましたので、最初に、三朝温泉の観光振興と経済の活性化についての部分について、
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まずお聞きをしていきたいと思います。

今、コロナが重なってしまって、想像以上に、特に三朝温泉の観光客が落ち込んでいるという

ことを聞いたんですが、具体的にどの程度落ち込んでいるのかなんていうのがちょっと分からな

かったもんですから、この９月の定例会で出された令和２年度の歳入歳出決算審査意見書、この

資料をちょっと見させていただきました。ここに入湯税の状況ですとか、宿泊客の数字とかが出

てましたので、ここをちょっと少しだけ上げさせていただきたいと思います。この資料では、い

わゆる宿泊者の数、これは入湯税を基に宿泊者の数、休憩を除いた部分だと思いますけれども、

元年度が２８だ ０８７人で、２年度が１６だ ９６２人という落ち込みであったようです。入 

湯税に限ってみますと、元年度と２年度の差が約 ０００だ程度落ちてるということ。町全体の

いわゆる歳入、町税の歳入が、大体今言ったように６い ０００だのうちの、多分入湯税だけじ

ゃないですから、全体見ると １００だほど町税が落ち込んでるというのが今の現状だと。多分

コロナが全てではない時期ですから、コロナも含めてということなので、若干落ち込み率がすご

く高かったのかなという具合に思います。

先般、商工会の行政懇談会に私も出席をさせていただきまして、そのときの説明では、町内の

いわゆる事業者の数、大体２００ほどあるそうです。そのうちの観光関連の産業に関わっている

割合というのが、４７％あるということを聞きました。やっぱり三朝町のいわゆる商工関係の経

済という、商工関係だけに限ってですけども、に占める４７％あるというのは、非常に三朝温泉

が落ち込めば、やっぱりそれに関連しとる業者もそれなりにすごく落ち込んでるなというのを、

ちょっと数字的に改めて自分なりに実感をしたところです。

こういった中で、先ほどの質問の中にも言ったんですけれども、三朝温泉は、いろんな人に聞

いてもいいところがいっぱいあるということを言われます。温泉ももちろんいい、旅館もいい、

それなりに見るところもあるよという具合に言われるんですけど、先ほど若干町長の答弁の説明

にもあったんですけど、そうはいっても、どんどんどんどんやっぱり落ち込んでいってしまっと

るという。ここのちょっと最初に、町長のそこの、三朝温泉がやっぱりなかなか増えてこない、

減少してしまうという要因といいますか、そこの町長の今の思っているようなことをもう少しち

ょっと教えていただければと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 非常に難しい問いだと思います。私が思っていることと、いわゆる観光

業のやっている方との思いが少し開きがまだまだあるかも分かりませんが、基本的に以前からず

っと思ってましたのは、大体今コロナをはねると三十二、三だの年間宿泊者数で、それで、これ
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までベースとして３０から３５だの中で動いていくのかなという推移、そういうことを私はずっ

と思ってまして、コロナのときの昨年、２年が１６だ ０００人、１５だ人ぐらいまで落ちるか

なって思ってましたから、大体そういうところでございます。

一つ、自分が現代湯治を始めたときに、団体旅行だとか宴会型旅行は変わっていくんだろうな

という思いもあったり、全国的な温泉地の動き方もそういうところがあったもんですから、いわ

ゆる現代湯治という言葉を使ったんですけど、連泊とリピーターをつくると、増やしていくとい

う考え方を提案をしてきた経過があります。それは、連泊、リピーターの考え方は今でも変わっ

ていません。それで、連泊をしていただくには、泊食分離をしていただかないといけない。泊食

分離に移すのが非常に苦労をしたことがあって、そのために現代湯治という言葉もなかなか浸透

せずに、旅館が二十五、六軒ある中で、理解をしていただいたのが当時は８軒か９軒だったよう

に思います。今は、それから観光客のニーズも変わってきて、連泊も毎年、極端には増えてませ

んけど一定の数字になってきておりますので、だんだんだんだん宿泊施設さんが連泊と、それか

ら温泉のよさを前面に出していくようなものの商品のつくり方とか、そういうふうになってまい

りましたので、それはいい方向だというふうに思ってます。

もう一方で、やはりちょっとギャップがあるのは、三朝温泉全体として、観光宿泊商品もそう

ですけど、買って帰るお土産品だとか店の活用だとか、そこがちょっとまだまだできていないの

で、今回コロナのいろんなケースをそういったことに取り組んでいくように、そこは事業者さん、

商業者さんと一緒になって考えていく必要があるかなと思ってます。その辺の認識というのは、

先回の行政懇談会でもそうだったですけど、少しずつ出てきているんじゃないかなというふうに

思っておりますので、ですから先回、新しい創業をやられる方だとか、起業される方だとかは、

そういった皆さんにはどんどん支援をしていこうということを提案をしたわけでございます。以

上です。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） 町長の分析といいますか、原因というか、そこの部分を聞かせて

いただいたんですけども、やはり、いわゆる宿泊客にはたくさん来てほしいんだけれども、旅館

だけにとどまっていたじゃ、なかなか経済は回っていかないよという部分だと思うんですけれど

も。確かに三朝温泉街をずうっと見ても、いろんな施設をつくって、いわゆる人が動く流れは何

となくつくれているように見えるんだけれども、実態としてなかなか人が動いていないというの

が一つですし、その要因の一つとしては、やっぱり先ほどありましたけども飲食店ですね、お土

産を含めて飲食店、特産品売場みたいなお店自体がそもそも少な過ぎると。年間２０だ、３０だ
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来る観光地にしてはあまりにも少ないというのが思いであります。

この１年の間に、私も何か所か、そういったにぎわっているようなところに行く機会がちょっ

とありまして、特に温泉地、いわゆる有名な温泉地と言われとるところは、いずれもどっこもに

ぎわってるんですよ、歩いてる人たちがたくさんいる。三朝温泉がやっぱりそういったところに

なるためには、今言ったような飲食店なり云々というのをつくった上で、いわゆるそれをつない

でいくような施策といいますか、を考えていかないとやっぱり難しいかなという感じがしていま

す。

先ほど、またちょっと話は替わるんですけれども、観光客を呼び込むための方策として温泉の

活用という部分で、先ほどの山口議員の質問にもあったんですけれども、健康というのを絡ませ

ながらということがあったんですが、そこは町民の健康はもちろんですけれども、観光客という

意味でいくと、もうちょっとそこの絡み、内容といいますか、どんな考えを持っておられるのか、

ちょっとお聞かせ願えますか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 観光客の皆さんに対しては、じゃあこれだって明確に新しく示されると

ころは、今の中では自分の中にはないんですけど、ただ、明らかにブランナールに熱気浴施設が

できたり、すーはー温泉にできたりしてきて、いわゆるそこはもう観光客、県外から来られる、

県内の他町から来られるリピーターの人が増えておりますので、そこの延長線上が観光客の中の

ニーズとしてもあるのかなというふうには思います。

それからもう一つ、これからの、どこまで普及するかどうか分かりませんけど、ワーケーショ

ンだとかそういったものが、温泉の中でくつろぐことによって仕事の能力を高めていくか、その

辺はまだちょっと正直言ってよく分からないところがあります。ですから、三朝温泉に泊まって

いただく人は大事なんですけど、泊まる人と、さっきのお店屋さん、商店のことを言われたけど、

それを買うために来ていただける方。だから、３６だ人の宿泊客があったときには１日 ０００

人の交流人口があるというふうに、皆さんにそういうふうに言ってきて、 ０００人の人をうま

く取り込むことをしましょうという、昔そういう観光の中で提案もしたことがあるんですけど、

やはりそういったところも大事なところがあるんじゃないかなと。と計上、宿泊者しか出してな

いんですけど、本来は来られた人の数も入れていく観光というのが、もともとは三朝温泉の中で

あったものですから、少し範囲を広げながら、小鹿渓だとか、さっきあった若杉山だとか、そう

いうとこを組み合わせていって、来ていただいて帰る人もまたリピーターになると、そういう幅

広の捉え方をしていく必要もあるんじゃないかなと、観光関係者の人も併せて、そういうふうに
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新たな視点で思っていただくということも大事じゃないかなというふうには思います。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） 先ほど、いわゆる温泉街だけじゃなくて、もうちょっと広く、で

きれば町内全域に広げた観光というものを捉えたらどうかというお話だったと思います。ちょう

ど、今から３０年昔までは行きませんけれども、当時、鳥取県が全県公園化というのをやっとっ

て、それに併せて、三朝町も全町公園化構想というのを立ち上げて始めました。これは町内全域

に公園を造ろうということではなくて、町内全域にそれぞれいいところがあるから、そこを見い

だしていこう、そこから地域活性化図ろうみたいな構想だったんですけど、もう一度そういった

ことをやってもいいじゃないかなと思いました。当時は、もし三朝温泉がなかったら三朝町はど

うなるかをテーマにして全町公園化構想をつくっていった。だけど、これからは三朝温泉を核に

して、一緒になって各集落なり地域がどういう具合にやっているかっていう体制をつくるってい

うのが大事かなと思います。ですので、三徳山、小鹿渓、若杉山とか、それなりに名の知れたと

ころはあるんですけれども、先ほどあったように全てが観光と結びつけることはできませんけれ

ども、その地域の例えば特産と結びつけたりだとか、神社と結びつけたりとか、そういったもの

をやっていけば、今まで関心のなかった町内のほかの地域の人も観光に関心を持ち出す。そのた

めのやっぱり、どう言ったらいいんでしょう、仕組みがつくれれば一番いいなという具合に私は

思ったんですが、町長、どうでしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 言われることは全くそのとおりだと思いますというか、今さっき言った

ような観光振興ともう一つの面は、そういうことだと思います。今、議員が全町公園化のことを

詳しく物事の考え方から説明をされましたけど、あのときの計画書をつくったのは私でございま

して、全く同じ気持ちでそのときは取り組んできましたので、総括的に物事を考えるのであれで

すけど、そういう面というのは三朝町にとって非常に大事な面だというのは、今でも気持ちとし

てはあります。以上です。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） そうだと思います。特定の人だけが関わる観光ではなくて、三朝

町全体が関わる観光をつくっていくための体制づくりといいますか、考え方をやっぱりしていっ

てほしいなという具合に思っております。

特に、このコロナ禍の１年、２年で非常に大変な時期を今過ごしてきた。だからこそ、この再

起をかけて、これから町としてもいろいろ頑張っていかれると思います。５年、１０年先を見据
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えて、この三朝温泉を核にした三朝町の観光、どうしたらいいか、ぜひ頑張っていただければと

いう具合に思っております。

じゃあ、次の質問です。２番目の人口減少に伴う集落の活力維持対策についてという質問をさ

せていただきました。人口減少、本当に三朝町だけの問題じゃなしに日本自体の問題ですので、

すぐに問題が解決できるもんではないのは重々承知しております。先ほど町長からもありました

けれども、人口が単純に増えるためにはどうしたらいいかって考えると、要は子供がどれだけた

くさん増えてくるということ、それと、そこにいる人たちがそのまま三朝町に住み続けるという

こと。もう一つは、大学とかで一旦出ても、またそういう人たちが帰ってくる、またＩターン、

Ｕターン、Ｊターン、こういった体制ができるということ。もう一つは、高齢になっても健康で

長生きできる。これが整えば、当然人口って増えてきます。

三朝町もこれまでずっとこれに関わる事業は、それぞれの分野において一生懸命やってこられ

た。これからも当然続けていっていただかないけんという具合に思うんですが、ここで一つ、集

落という部分に私がちょっと焦点を絞ろうとしたのは、三朝町の土台といいますか、やっぱり集

落単位で物事をしっかりやってもらうところからスタートするなという具合に考えてます。町の

施策として、三朝町から出る人を少しでも減らすためには、この役場周辺を防波堤にして、最終

的にはここにとどまるようにするという方策も確かに間違いじゃないと思いますし、それも絶対

しなきゃいけないんですけれども、さっき言った、集落の活力がなくなると町全体の活力がなく

なっていくという具合に私も思うんですが、そこの町長の考えというか、もう一度ちょっとお聞

かせ願えますか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 昔から三朝町の特徴というのは、奥部の方が、大瀬、本泉近辺、この辺

にも家を持っていただいて、町内移動の中で住んでおられるというのが大きな特徴だというふう

に、一つの特徴だというふうに思います。集落をベースにした村づくりの中で、人口を維持をし

ていったり人の活躍の場をつくるというのは、三朝町のある面で町政の中での基本だというふう

には思っております。

それで昔、何年になるでしょう、二十数年前でしょうか、うるおいのある村づくり事業を導入

して、町内の各集落に集落計画をつくっていろんな事業を展開をしていただいて、でも、それで

も何か一つはその当時のした取組が今でも続いているというのは、集落のやっぱり力だというふ

うに思っております。

一方で、ちょっと多分皆さん想定外であるというのは、自分たちの子供たちが思った以上に帰
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ってきてないというのがあるんじゃないかなというふうに思います。うちの村もそうだったです

けど、そこらはいろんな要因があって、どうかあんまり一言では言えれませんけど、やはりもう

一回地域の皆さん、協議会とも話もしとる地域もあるですけど、そこの集落をベースとした後継

者なり人口対策なり運営なり、本当にそれぞれ集落ごとで違って当然なので、そういったことに

取り組む必要があるというふうに感じております。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） 集落は大事だぞという部分の町長の思いもあると思います。

先ほど奥部集落が特に大変だという部分、私もそういう意味でいったら奥部集落のほうの中で

生活をしながら頑張っているという認識なんですけれども、最近、総事、当然、道路総事ですと

か水路総事、いろんな総事があるんですけども、そういうのに集まっても、もう半数以上が６０

代、７０代、いつまでこれができるんだろうという思いは常にあります。いわゆるマンパワーが

不足してしまう、これが一番の大きな課題だと思ってます。このために先ほど町長のほうから、

例えば三徳レンジャーとか、そういった外部の力というのもあるよという部分で、本当にそうい

う意味では、そういった若い方が来てくれれば、村もやっぱり労力だけじゃなくて気持ちとして

すごく元気になるなという気もします。

この７月の災害のときに、私の村にもいわゆる総事でいっぱい人が集まって、何日もかけて復

旧作業をしたんですけれども、そのときにたまたま村の中で水田をつくっておられる方の関係者

の方が、いわゆる町外の方なんですけども、何人か来られて一緒に作業をしてもらった、すごく

助かったという思いがあります。今、県のほうでも、そういった作業をするときに応援隊みたい

な、募集をして、要望すれば派遣をしてくれるような制度があるかと思うんですけれども、なか

なか何といいますか、できそうでできない部分もある。一つの解消の方策として、例えば三朝町

版のお助け隊みたいな、それが町内の人なのか、町外の人なのかよく分からないんですけれども、

そういった、何というかな、制度としてそういったものがもしできれば非常に助かるなと思った

りするんですが、どうでしょう、町長、そんなところを考えてみるようなことはできないでしょ

うか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 奥部の集落におられる方は、そういう気持ちもよく分かります。一方で、

町内の中で里部の集落であっても、なかなかそれだけの人材がそろうかなというところもあるの

で、そこはマッチングの部類に入るのでやってみるのもいいかなと思います。道路の草刈りボラ

ンティアにしても、それぞれに町内でも何集落かやって続けてきておられますけど、大分人手が
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少なんなって、いつまで続けれるのかなというふうな声も聞いたりしております。

もう一方で、なぜ鳥大の学生、三徳レンジャーが三朝町の集落に来てくださるかという、そこ

も、こっちからの一方的なお願いでなくって、考えてみる必要があると思うです。それは、多分

彼らが三朝町のために何かをしてあげたいと、いろんな人のつながりの中でお世話になったりし

て、そういうベースがあって、町の人が困っておられるだったら三徳レンジャーの人が三徳地域

以外の集落に行ってあげたいということが、すごく彼らの中では強いのかなという、今、接して

みて思うですけど、そういったことをやったときに、受け入れられる集落の皆さんはそういった

ことをやっぱり理解をしてもらわないと、せっかくのそれが関係人口にもなってくるですけど、

いいことが長続きしないのかなというふうにも思います。また、地域協議会の中でも提議をさせ

てみたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 小椋議員。

○議員（２番 小椋 泰志君） ありがとうございます。先ほど、関係人口ということを言われま

した。確かに、縁もゆかりもないところに行っても、労力だけで終わってしまうという。そのた

めに関係人口ということで、何らかの形で関わりをつくれば、縁とゆかりで人は来てくれるとい

う部分だと思いますので、ぜひ関係人口をつくれるような何かやり方というのをやっぱり考えて

いかないけんなと思います。

集落をやっぱり維持していくというのは、その集落、村だけじゃなくてその周辺の田んぼなり

畑なりを守っていく、ひいてはやっぱり町土を守っていくという大きな役割を担っていると思い

ます。ぜひとも、これからもやっぱり集落の活力を維持していけるための施策を継続していって

いただきたいと思います。

以上で質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） 答弁はいいですか。

○議員（２番 小椋 泰志君） よろしいです。

○議長（吉田 道明君） 以上で小椋泰志議員の一般質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） 次に、１０番、藤井克孝議員の町道、生活道路の安心安全な点検の質問

を許します。

藤井克孝議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） それでは、町道、生活道路の安心安全な点検について、町長に伺

うものであります。
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国道、県道、町道は住む人たちには大切な道であり、生活道の安全点検は必要なことだと思い

ます。身近な生活環境、暮らしの中で起きている事故は、令和２年度に歩行中に事故に遭った人

は全国で ００２人発生しております。

これまでに教育委員会、学校、警察署が合同で、町内の町道や通学路、生活道路などの点検を

行ったことがあります。町道の路線数は、種類別に１級町道１０路線、２級町道１１路線、その

他町道２６４路線、町道合計で２８５路線あり、その他にも生活に密接した国道や県道が町内に

はたくさんあります。町道、生活道路の点検はどのようになっているのかお伺いいたします。

町民が生活する中で、安心安全に生活ができるよう安全確保に関する基本方針をまとめ、安全

プログラムを策定してはどうでしょうか。あわせて、関係機関と連携して安全性の向上をどのよ

うに確保しようとお考えなのか、町長にお伺いいたします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 藤井克孝議員の町道、生活道路の安心安全な点検についての御質問にお

答えをいたします。

町道、生活道路の点検はどうなっているのかということでありますが、町が管理する町道は、

令和２年の８月現在で２８５路線、総実延長は約１３０キロメートルございます。このうち、道

路構造令、一定の規格に適合している規格改良済みの延長では約８０キロでありまして、これを

巡視点検をする場合に、１班体制でいくと少なくとも３日はかかるというふうなことになります。

そういったことで町のほうでは、町道のパトロールについては、豪雨があったり強風が吹いた

り、そういった場合でそういった現象が収まった後に、そして雪解けの後とかそういったことで

実施をしておりまして、令和２年度については７回、令和３年度については７月の豪雨を含めて

既に８回実施をしてきております。

加えて、日本郵政グループ４社と平成２４年３月に地域における協力に関する協定を締結をし

ておりまして、郵便配達あるいは渉外活動等で道路の異変を発見をしていただいた場合には、町

のほうにお知らせをいただくことになっております。そのほかにも随時、町道の異変、いわゆる

くぼみだとかそういったようなことでは、住民の皆さんから御連絡をいただいとるというのが一

番多いパターンになります。そのような連絡を受けた場合には、町の職員が現場を確認をして、

緊急性の判断をしながら、直営で応急対応するのか、業者に修繕を出すのか、そういったことで

対応をしてきております。

安全確保に関する基本方針をまとめた安全プログラムの策定についてでありますが、町では平

成２７年３月に三朝町通学路交通安全プログラムを策定をして、三朝町通学路安全対策推進協議
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会、これは警察や町の各課、小・中学校、教育委員会で構成をしておりますけど、通学路の点検、

通学路の安全確保に向けた取組を行っております。

また、町や地域協議会、そして中学校等々のＰＴＡが要望をされておりました三朝トンネルの

防護柵もこの１１月に完成をしております。そういったことから、中学校での通学路の変更につ

いても協議を行うというふうに聞いておるところです。

ほかにも国道や県道などで、そういった情報が多く町のほうに入ってまいりますので、道路を

管理をしております鳥取県と連絡をしながら情報共有をして、安全に利用できる道路の維持管理

に努めているところでございます。

以上、答弁といたします。

○議長（吉田 道明君） 藤井議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） 今、この点検等に３日間かかるというような説明を受けましたけ

ど、また道路法では、または人口 ０００以上の町、以下これを主要地という中で、歩行者利便

増進道路で、地域を豊かにする歩行者中心の道路空間の構築ではないでしょうかというような事

例もある中で、町道というのが奥部ほど見放されているのではないかと自分では思ってます。と

いうのが、町長も御存じのとおり、一つの例を挙げれば、景観の問題等でも福本地内の福本橋の

前後、あそこは以前は県道で、バイパスができたために多分町道に変わっていると思う中で、福

本橋の前後のガードレールでも、もう、いがんでさびて落ちるような体勢でもなっとる中でも、

これが何十年も続いて、こういう状況でこれを点検してると言えるのかというのも自分は聞きた

い。

また、一番身近なとこで文化ホールの裏、これも多分町道だと思います。そこの中の水路の横

のポール等でもいがんだまま、これが何年もそのまま続いてるのではないかと思いますけど、ま

た、奥部というのが、大谷の開拓、御存じかいな、大谷の奥、若杉山のほうに上がる道のとこに

も、前はあそこにも家が多分五、六軒あったと思う中で、あそこも多分町道に入ってると思うん

ですよ。あそこの景観の問題だけど、そこの除草作業なんかでも岡山のほうの人が五、六人来て

除草作業を行ってるんです。それで自分は聞いて、何をされているんですかって言ったら、これ

はボランティアで自分らで除草作業を行ってますと。

だから、そういうとこまで目が行ってない状況ではないかと自分は思ってます。だけ、こうい

う面に対しても、これが本当でちゃんと町道等を含めて点検されとるのかということを自分はこ

の場でお聞きしたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。
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○町長（松浦 弘幸君） 確認ですけど、それは町道を日頃から点検をしとるかということでいい

ですか。最初の道路法で何とか景観とかなんとかって言われましたけど、そこに引っかけてです

か。

○議員（10番 藤井 克孝君） かけなくてもいい。

○町長（松浦 弘幸君） かけなくてもいい。

さっきも言いましたように、２８５路線ありまして、それで点検するのに１班体制で最低３日

はかかってしまうと、そういう町の状況であって、それぞれ地域が広がってますし、そういう状

況の中で、特に影響が多いと思われる豪雨だとかの対応だとか、豪雪だとかそういった後には必

ず確認をしとるというのがまず第一優先で、それから、申し上げましたけど、１番の、私たちも

全部が全部、それは回っても気がつかんところももしかしたらあると思うですよ。だから、それ

はいろんな方に見ていただくということが大事で、郵便局の皆さんだとか地域の皆さんが教えて

くださるだとか、そういうことを大事にしております。だから、そういうことを大事にして対応

していくという姿勢でおりますので、今さらここの場でそういう箇所を上げられるよりは、気が

つかれたときにどんどん担当課に言っていただければ、すぐできるかどうかは分かりませんです

けど、そういうふうにしておりますので、これを通じて町民の皆さんにそういうことを理解をし

ていただければいいなと思います。

○議長（吉田 道明君） 藤井議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） ぜひ、もう今年の区長会等は終わりましたので、来年の春の区長

会でも新しい区長さんがそろわれたときに、再度、地区なり町道の点検なりしてもらって、悪い

ところは悪いでやっぱり要望書を提出していただきますよう、再度お願いをしますはいけません

ので、確認のほうをお願いはいけんな。ということで、よろしく願います。この分は以上で。

○議長（吉田 道明君） 答弁はいいですね。

○議員（10番 藤井 克孝君） 答弁はいいです。

○議長（吉田 道明君） 座ってください、一旦。

次に、林道の管理についての質問を許します。

藤井克孝議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） ２番目に林道の管理について町長にお伺いします。

ここ近年、大雨による洪水、災害による林道の被害が発生しています。適切な整備及び安全を

図る上で、必要な林道整備はどのようになっているのか。また、町が管理している林道の路線数

は、１級奥地林道３路線、２級奥地林道３路線、２級その他林道１０路線、３級その他林道１２
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路線、軽車道林道５路線、合計で３３路線という状況にあります。

鳥獣等が林道を荒らしている状況があるため、災害時のみならず、日頃から点検管理をすべき

ではないでしょうか。三朝町ではどのような管理体制を取っているのかお伺いいたします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 続いて、林道の管理についての御質問にお答えをいたします。

林道の点検管理を日頃からすべきではないか。また、管理体制はどうかという御質問でござい

ます。先ほどの町道、生活道と同じようなことで説明をさせていただきますけど、林道の総延長

が現在、町が管理する自動車道については８８キロ、集落と集落を結ぶ林道が６８キロほどあり

ます。議員が言われるとおり、鳥獣等による林道のり面の崩落で側溝に土砂が堆積するなどの状

況が増えているとの声も集落からよく聞きますし、通ってみますと本当にそのような状況を見受

けます。

今年度から林道の側溝清掃に必要な予算も増額をして対応をしてきておりますけど、町の管理

する区間が長いこともあって、ましてやイノシシや鹿のほうが強力に活動してきておりまして、

林道全線の側溝の土砂撤去というのは毎年非常に難しくなってきております。やっても追いつか

ないというのが現状だと思います。しかしながら、被害状況等々見ながら、計画的に実施をして

いるところです。

林道のパトロールについては、町道の場合と同じ状況でパトロールをしております。これも非

常に延長が長いために、１班で１日で回るというのは無理なことであります。また、林道の場合

は、強風だとか、それから隣接する山林からだとかの倒木も結構ありまして、職員で対応可能な

場合には倒木の撤去を行って通行の確保をしてきているというのが実態でございます。今後とも

集落や森林所有者との協力をいただかないと、林道の場合にはちょっと性格の違う路線もありま

すので、そういったことも一緒になって考えながら最良な方法を検討をしてまいりたいと思いま

す。以上です。

○議長（吉田 道明君） 藤井議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） 令和３年度、今年８月、９月、豪雨なり、洪水等が発生している

中で、倒木とか落石、林道。それで鳥獣被害等で荒らした後、側溝等にたまるという中で、それ

が洪水によって今度は道にあふれ出すという中で、自分のとこにも連絡等が入ってきて、この林

道は通れないというようなことで、自分が連絡してその木を撤去してもらったけど、いうような

状況のある中で、やっぱりいち早く洪水とか台風の後とかは素早く点検して、通れないんだった

ら通れないんで、通行止めとか、そういう標識を出す必要があるではないかと自分は思います。
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その中で声がかかってからするんじゃなしに、やっぱりいち早く対応するのが、それが執行部の

責任ではないかと自分は思いますけど、そこら辺をちょっと町長、お聞きしたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 通行ができない場合は通行ができるようにするか、できないときには通

行止めもこれまでしてきております。確かに言われる気持ちは分かるですけど、そうそう一遍に

うちの職員で同時に把握できるものではありませんので、やはりそれは、その林道に関わる森林

作業をされる森林組合の作業員さんだとか、それから住民の方だとか、やっぱり分かった時点で

教えていただくということを併せてやっていかないといけないと。町の場合は、どうしても林道

の中でも大規模林道だとか、それから基幹林道だとか、それから、いわゆる森林作業をして、林

道をしながら山の事業もしておられる。そういうふうなことがやっぱり優先になってしまうので、

議員の言われることは分かりますけど、やはりそういうことも一遍にというのは非常に難しいと

ころがありますので、やっぱりそこの優先の中でやっていくということしか言えない状況です。

努力はしてまいりますけど。

○議長（吉田 道明君） 藤井議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） そうですね、町長、自分は一遍にとは言ってないつもりだったと

思うだけど、豪雨とかいろいろ台風の後に、やっぱり一遍にちゅうのは無理だけど徐々に計画を

立てて、林道なり、ここは通行止め、ここは通れますよと、やっぱりそういうようなあれも必要

ではないかと自分は思います。それも管理している所管がやっぱり責任を持って行うべきではな

いかと思いますけど、再度お聞きいたします。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） いつも責任を持ってやっております。議員の説明が丁寧なものですから、

一遍にというふうに私が聞き間違いだったら、それはおわびをしたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 藤井議員。

○議員（10番 藤井 克孝君） 今質問した中で、やっぱり町道の生活道路の部分と、林道の管理

等、しっかり点検等を踏まえて行っていっていただきたいと思います。以上で終わります。

○議長（吉田 道明君） 以上で藤井克孝議員の一般質問を終わります。

○議長（吉田 道明君） しばらく休憩いたします。再開は２時２０分からといたします。

午後２時１２分休憩
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午後２時１９分再開

○議長（吉田 道明君） 再開いたします。

次に、５番、松原成利議員の松浦町政２期目の政策についての質問を許します。

松原成利議員。

○議員（５番 松原 成利君） 松浦町政２期目の政策について、町長にお伺いをいたします。

先日行われました三朝町長選挙におきましては、松浦町長が２期目を無投票当選され、引き続

き町政を担われることとなり、これからの４年間に期待するところであります。三朝町議会も吉

田新議長の下、新たな体制でスタートいたしましたので、役場と議会が両輪として、その役割を

しっかりと果たすことこそが町民の皆様の幸せにつながるものと、身の引き締まる思いでありま

す。

一方で、本町を取り巻く情勢は、従前からの諸課題に加え、新型コロナウイルス感染症の影響

で厳しさを増しており、これからも一層難しいかじ取りになると思われます。

町長は選挙前に、町民に５つの見出しで１３の推進項目を示しておられますので、私が今、最

も急がれると考える２つの関連項目、①人口減少と過疎化への対応、②温泉を生かしたまちづく

りにつきまして、具体的な取組等をお伺いいたします。

初めに、人口減少と過疎化への対応は、直面する課題の中でも最も懸念される点の１つであり、

状況によっては本町の活力低下と町民の皆様の日常不安に直結するものであります。総務省は、

三朝町の人口動向を２０３０年には ０００人を切り、２０４０年には ０００人になると推定 

しており、減少幅も最小限にとどめなければなりませんし、そのための備えも必要だと考えます。

町長は、人口減少や集落の活力低下等に対応した地域や集落運営の在り方、新たな地域振興に

チャレンジ等を推進項目に上げておられます。私は、町の活気と生活圏維持のための対応策とし

て、小売店や移動販売等の存続維持への事業者支援制度の創設と、地域交通対策の一方で奥部生

活者への移住相談等も進めるべきと考えますが、人口減少と過疎化への対応につきましての町長

のお考えをお尋ねいたします。

次に、２番、温泉を生かしたまちづくりは、人口減少と過疎化にも密接に関連いたしますが、

私は以前にも、町内や地域で観光事業に対する価と観や受け止め方に温度差がある旨と、まずは

町民の皆様に実感していただき、皆で誘客に協力していただくことで、ひいては本町が潤うとの

考えを申し述べました。

町長は、温泉を生かした健康なまちづくり、ラドン温泉を基軸とした稼ぐ観光にチャレンジ等

を推進項目に上げておられます。町民の皆様に政策への理解をいただくため、また、自らも積極
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的に誘客活動に御協力をいただくために、町民が格安にて温泉施設利用ができる制度の創設を再

度提案し、町長の温泉を生かした健康なまちづくり、稼ぐ観光につきましてのお考えをお尋ねい

たします。

○議長（吉田 道明君） 答弁、松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 松原成利議員の松浦町政２期目の政策についての御質問にお答えをいた

します。

最初に、小売店や移動販売等の存続維持への事業者支援制度の創設について、お尋ねがござい

ました。９月の定例会でも議員のほうからは、日常の買物支援の同じような御質問をいただいて

おります。買物の選択肢が増えることは、日々の生活にも潤いを生むものと考えておりまして、

これらを応援する気持ちは同じでございます。コロナ禍における小売店等の事業者支援の一環と

して、プレミアム商品券の発行を先般されたところでございます。今回、対象となる取扱加盟店

も町内９８店舗に広がってきているということでございます。

移動販売については、町内で営業したいという意向をお持ちの方があるということを９月の議

会でお答えをしたところです。今朝方、ちょっと情報をいただきまして、県に中山間地域の、議

員も前に紹介されましたので、買物支援事業、いわゆる移動販売を導入したときの支援制度の事

業がありまして、それに応募をされとったようで、採択をされたということを聞いておりますの

で、これから補助の手続等進めていかれる中で、いろいろと町のほうでも、それと併せて支援を

していただきたいというふうに思っております。

こういったような買物支援というのは、それぞれ高齢化が進むことで必要性も高まってくると

思いますので、これらを実施をされる事業者の皆さんを支援をして、そして住民の福祉の充実に

努めてまいりたいというふうに思っております。

続いて、地域交通対策の一方で奥部生活者の移住相談等も進めるべきとのお尋ねがございまし

た。国道といった幹線から離れた集落にお住まいの方においては、特に交通面については不便な

ところがございました。そういったようなことの課題解決も含めて、１０月に町営バスの運行を

開始をしたところです。そのときに、初めからその事業を進めるときから申しておりますけど、

やはり住民の皆様に乗っていただいて、利用していただいて、よりよい町営バスにしていくとい

う思いでございますので、改善すること、法的に難しいところもありますけど、そういったこと

は除いて改善を惜しまず、利便性向上のための運営を目指してまいりたいというふうに思います。

また、以前から、こういった奥部の集落の方々と、主に高齢者の方になりますけど、職員とコ

ミュニケーションを持つようにしてきております。先般、町営バスの運行に絡んで、竹田地域で
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高齢者の皆さんのお宅を職員が訪問をして、交通のことや、それから生活面でのことについて聞

き取りをしたところでございます。交通面の部分をちょっと紹介をしますと、バス路線の延長を

希望したいだとか、タクシーや子供さんの送迎に頼っているだとか、１人のためにバスに来ても

らうのは気が引けるといった御意見もあったようでございます。一方で、不便はあっても近隣に

住む身内のサポートをもって生活できている。話をしながらそういうことを感じたということで

ございます。住み慣れた地域に愛着や誇りを持って暮らし続けたいというふうに思っておられる

方が、ほとんどの方がそのような気持ちではないかというふうに推察をしておりますけど、そう

いった皆さんの中で御家族が町内に住んでおられたりして、そういった面での安心感が、もしか

したらあるのかもしれません。移住の希望というのがあれば、それは聞いておりませんが、丁寧

に相談に応じていきたいというふうに思っております。

以上の人口減少や過疎化への対応というのは、いろんな様々な形があるというふうに思います。

１つの課題を解決ができたとしても、またそこに新たな課題も生まれてきておりますし、そうい

ったことに対応しながら、やはりこれからも持続するまちづくりのために努力をしてまいります。

議員からは、町民皆さんに政策への理解をいただき、町民自身が積極的に誘客活動に協力いた

だくため、格安にて温泉体験施設や利用ができる制度の創設についての御質問をいただいており

ます。たしか３月の定例会でも、観光事業活性化についてといった同様の提案をいただいたとい

うふうに思っております。町民皆さんが、温泉だけではなくて自然、歴史、文化、そして食材と

いった地域の資源を大切に思っていただくということは、非常に大事なことだというふうに思っ

ております。先ほども言いましたが、温泉が身近になるということでありますと、毎月２６日を

風呂の日として、町民の皆さんを対象にした旅館さんの入浴料金の割引を行っていただいており

ますし、いろんなイベント、キャンペーン等、プレミアム商品券や、これから始まります三朝温

泉鳥取県民得々キャンペーンなど、そういった制度の利用もあります。今、コロナ禍の中では充

実をした割引制度がありますので、まずそこからでも利用をしていただければと思います。

温泉を活用した健康なまちづくりについては、健康増進とラドン温泉を連携をさせた仕組みづ

くりを進めてまいります。これまでにもその思いは再三申し上げてきましたので、大まかなこと

は御理解をしていただいてるというふうに思いますが、コロナ禍の対応、影響の中で、具体化に

着手をできませんでしたので、新年度から体制づくりを進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。

稼ぐ観光については、これまでの皆さんとの同じ答弁になります。やはり町内消費を高めてい

ただいて、活性化を図っていきたいということでございまして、これは先般、２か月に１回、町
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と観光関係の団体４名のトップでミーティングをしておりますけど、やはり皆さん共通した認識

でありまして、そういった考え方を全体的に広めていくということは大事だというふうに思って

おります。町の皆さんが身近にある自然や祭りだとか、そういった中で、やはり観光の中での魅

力というふうに感じていただけるものがあれば、そういったものを発信をして支援をしていく、

やはりつくっていただくという、物を起こしていただくこと、そういったことが非常に大事にな

ります。あわせて、取組自体が、いわゆる観光地サイドからの一方的にならないということも大

事だというふうに思っておりますので、その辺は調整して連携を取りながら、町の魅力というの

を高めていく必要があると思います。以上でございます。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） それでは、追加で何点か質問をさせていただきます。

まず初めに、先ほどありました町長のほうからの移動販売の要望があって、そちらのほうが認

められたというような方向でありまして、とても喜ばしいことだなということで、前回このお話

をさせていただいたことも非常によかったなというふうに考えております。

このたび同じような質問で３人目となっておりますので、あまり突っ込んだ、何ていいますか

ね、お話ができないところがありますが、今、非常に心配しておりますことにつきまして、まず

総務省のほうで推定されておりますのは、我が国のこの人口動向でありますが、２００４年に１

い ７８４だ人をピークに今後ずっと減っていくということで、１００年間で、１００年前の明

治後半の水準、 ０００だ人弱に減るんだそうでございます。それに伴いまして、２０５０年に

は人が居住している地域の２割が無居住地域になり、特に北海道では半分、それから、その次に

大きいのが中国と国地方でございますが、これは２割５分ぐらいが無居住の地域になってしまう

ということだそうです。それと、別の観点ですが、世帯数の推移ということから見ますと、これ

までの主流でありました夫婦と子供から成る世帯っていうのが、こちらのほうが、何とこれが少

数派になってしまうということでございまして、主流は、これからは４割を占める単独世帯、さ

らには、その単独世帯のうちの半分は高齢者の単独世帯ということになるという、とても将来恐

ろしい事態が生まれてくるということのようでございます。

そういったことでございますので、この三朝町の人口減少も今、毎年１００名ずつぐらい減っ

ていっておるわけでございますが、そこで、このたびの、町長も回られたと思うんですが、私、

議会議員選挙に際しまして多くの町民の皆様にお会いをいたしまして、心配事ですとか御意見で

すとかをいろいろお聞きしたんですが、その中で非常に多かったのが、日常生活の不便さ、これ

を訴える声が非常に多かったように思います。その心配の先には、この先もっと住みにくくなる
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んじゃないかなということが、やはり皆さん不安と心配の声が非常に多かったと思うんですが、

町長、この辺のあたり、このたび実感されたんではないかと思うんですが、いかがでしたでしょ

うか、お聞きいたします。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 私の場合は実質１日だったので限られてはおりますが、それ以前にも、

いろいろとそういった御心配はお聞きをしてきております。本当に、先ほど言ったこととも重な

りますけど、やはり山間部の集落にとっては、さっき小椋議員も言われましたけど、ほんに総事

一つでもこれからどうにいなるかいなという不安があるということでございます。もともと町の

総合計画なり地方創生総合戦略については、今言われた国の人口減少率を基にして町の目標設定

をしてきております。その中で、これからどういった施策が効果があってというのは少し検証を

する必要があるかというふうに思いますが、三朝町の場合、その地域、集落、場所によってもそ

れぞれニーズが違ったりしますので、その辺もまだまだ十分お聞きをしてないところもあったり

します。そこらを大切にしながら取り組んでいく必要があるかというふうに思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） 期間は短かったと言われましても、ふだんからいろいろ、いろん

なところに出向いていかれとるようでございますし、いろんな声を聞かれているんだろうなとい

うことでございます。そこで私、このたび非常に危機感を持ったというのが実態でございます。

確かにこれからどういうふうに政策を展開していくのかっていうのは、しっかりと考えていかな

ければならないんだろうなというふうに考えます。そこで、このたび１つ私が最初のほうの提案

としてしておりますことなんですが、この先、自給自足のような生活っちゅうのは現実的にもう

不可能でございますので、どうにかして買物とかを考えますと、買いに行くか来てもらうかとい

う、どちらかの選択しかないというふうに思うわけです。買物に行くというのを代行してもらう

のも行くとしますと、そういったことだと思います。そうしますと、買物っていうのは、実は電

気や水道と同じようにライフラインの１つとして考える時期がそろそろ来ているんではないかな

というふうに考えるわけでございます。

そこで、私がこのたび提案したいところの１つでございますが、やはりお店や事業者の存続維

持っていうのは、一種のライフラインとして行政と責任の一端を担っていくべきではないだろう

かということで考えるわけでございますが、町長、その辺はいかがでございましょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 買物の場所だとか、そういう行政も責任の一端だというふうに言われま
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すけど、逆に、それはなぜそういうふうに思われて、どういうふうにしていくのがいいかという

のは、私が聞きたいぐらいなことでございます。

先般、小鹿地域で講演をしたときに、ポプラが片柴にありますが、ＪＡの支所があったときか

らポプラが出店をされて、Ａコープだかがなくなったときに出店をされておられてます。何かい

ろいろと話を聞いてみますと、今回コロナで三徳山のほうに観光される方が少なくなって、ポプ

ラの売上げも落ちてきとるという、そこの中で話があって、そういうこと言われるもんですから、

ちょっと皆さんにお願いをしたんですけど、そういうふうに地域が大事だと、必要だというふう

に思われて、そういうふうにお願いをされてポプラを誘致をされてきたわけですから、やはりそ

の過程というのを大事にされて、来たらいいわじゃなくって、やはり地域の人で利用していって、

それを活用することも考えてみることが必要ではないかというふうにお願いをしたと思います。

やはりそういうことも、呼んでくることも大事ですけど、やはり事業者さんはボランティアでは

ないので、業としてやっておられます。だから、その業が成り立つように、その地域、その町の

中で運営していくような仕組み、協力、支援、支援はいわゆる利用するということになりますけ

ど、やはりそういうことも身近の中では大事なことではないかなというふうに思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） まさに、そのポプラのこともそうなんでございますが、事業者さ

んの経営努力だけでこれを何とかしようっていうことは、率直に申し上げて私はもう不可能では

ないかなと思います。今ちょっとポプラさんのお話が出ましたので、それに関連をいたしまして

ですが、やっぱり利用促進の運動とか、そういったことをしたりしておるわけでございますが、

赤字幅も非常に大きくなっております。そういった中で、かといって、ずっと昔からあるものが

結局ポプラっていう形で今残していただいておるわけですが、そうはしましても、近隣の者だけ

で利用して守っていけるものではもうないだろうというふうに私は考えるわけです。そこで、事

業者さんの経営努力だけの現状維持はもう難しいということであれば、ボランティアではありま

せんという部分からすると、もう少し、例えば支援の制度を充実させて何とか残るようなことを

行政としても進めていかなければならんのではないかなというふうに考えるわけです。極端な見

方かもしれませんですが、本当にお店もない、移動販売もないというような時期がもう来るかも

しれないというふうに考えますと、それに代わるものとして今力を入れておりますのが、みささ

サンサンバスです。こういった地域交通対策ということになろうかと思うんですが、とにかく出

かけていくしかないわけですから、少しでも歩いていけるような範囲、そういった中に残してい

く努力や、それからよそから来ていただくような努力をするべきではないかなということで、そ
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ういった支援の制度をつくれないだろうかというのが私の提案なんですが、町長、いかがでしょ

うか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） ポプラさんのことはもう言いませんけど、ただ、すぐ支援というのは、

何でもかんでもすぐ支援になるのはどうかなと思いますし、一言、思ったのは、そういうふうな

言い方をされると、一生懸命やっておられる事業者さんに対して、ある面で失礼かなというふう

にちょっと感じました。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） 私は、非常に頑張っていただいておるので、できるだけそういっ

たことに報いるためにも、こういった言い方で、逆に厳しいんだということで支援を考えていた

だきたいというお話をしたつもりでありますが、不快に受け止められた方がありましたら、その

点につきましてはおわびをしたいと思いますが。ということは、町長としては、そういった方向

の支援というような考え方は全く今のところ念頭にないというお考えなんでしょうか、伺います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 議員が質問をされております人口減少対策や山間地域の皆さんの生活支

援という中では必要だというふうに思っておりますので、それはいろんな形として対応をしてい

かなければならないというふうに思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） その言葉をお聞きしまして、ぜひ検討していただきたいというこ

とで一部安心をしたところでございます。

それで、先ほど極端な話をさせていただきましたんですが、お店も移動販売もなくなるという

ような事態っていうのは、町長、今の時点で多分想像ができないんではないかと思うんですが、

こういった方向になった場合のことっていうのは、何かお考えとかをお持ちでしょうか。もしあ

りましたらお聞かせ願いたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） なくなるとかやめられるとかではなしに、現実にこういうふうにして時

間をかけて、さっきの移動販売に取り組まれる方でもできてきたわけです。先般の商工会の会議

のときも言いましたけど、皆さんができるだけ新しいものを立ち上げたいだとか、起業も新たに

したいだとか、そういう方がおられたら積極的に協力をしますよと、それは奥部地域であろうが

高齢者であろうが関係なくて、町全体のことですから。ですから、そういう町のいわゆる取組と
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しては、そういう方向で進めていきたいということでございます。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） 私の考え方と一致しておると思いますので、その点につきまして

は、これからしっかりと詰めていっていただきたいというふうに思います。

それから、温泉を生かしたまちづくりということで、前半のテーマの人口減少と過疎化への対

応ということにも密接に関係してくるわけでございますが、観光に来られたり、就労であったり、

それから支援者ですね、先ほどからいろいろな話が出ておりますが、にぎわいを復活させること

っていうのが非常に重要なことになってきているわけでございますが、しかしながら、町民の皆

様の中には、観光ですとか商工費ということに対して、非常に何か厳しい見方をされる方がある

ように思うわけでございます。観光ですとか商工費、この辺が、何か非常に農業みたいに町内全

域に関係したことではないせいかも分かりませんが、厳しい捉え方をされとるんではないかなと

いうようなことっていうのは、町長のほうは感じられたことはないでしょうか。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 町民の中では、いろんな考え方をお持ちでございますので、そういう方

もおられると思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） そうだと思います。そこでですが、３月のときに、もっと身近に

温泉を感じられるような取組こそが温泉を生かした健康なまちづくり、ラドン温泉を基軸とした

稼ぐ観光ということに、そのものではないかなという気がしておりまして、ぜひ、先ほどから月

に１回のお風呂の日のお話が出てきておりますが、もっと身近に、山口議員の先ほどの質問の中

にも答弁がありましたが、もっと身近に利用ができるような、そういったものっていうのはこれ

以上進めていかれるお考えっていうのは、いかがでしょう。もし、こう私どもが、例えば先ほど

は金券とかのお話がありましたんですが、そういったことででも対応して、どんどんとにかく利

用してみてくださいっていうような提案をしたとしましたら、町長、どういうふうに考えられる

でしょうか、そこら辺につきまして。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 私の考えより、今言われたことがさっきと同じようなことで、町民の方

に問うたときにどの程度のことを言われるかなと思います。風呂の日の取組でも以前にだべれば

画期的なことですし、まだまだこれからいろいろそういうふうな、年中、通年というわけにはな

りませんけど、キャンペーンを通じて安くなったり、あるいは何かボランティア活動したら入浴
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券を出していただけるだとか、そういった機会を捉えてつなげていくのも方法かと思いますし、

どうもなかなか答えにくいのは、議員も言われましたけど、いわゆる格安とかそういう言葉を多

く使われるんですけど、その程度がちょっとなかなか理解できにくいところがありまして、それ

をどういうふうに判断をするかというのが、私たちもそうですし、多分、温泉を経営される方だ

とか、そういう方も困られるんじゃないかなというふうに思ったりするわけです。ですから、そ

ういうことも含めて全体的に考えていかないと、何ぼ温泉施設だって経費がかかるわけですから、

お互いに何らかのメリットを持ちながら、そういった希望するところが近くなっていくという、

その線が幾らか、どの程度になるのかとか、幾らだとか、そういうことをやっぱり議論をしてい

く必要が、そういうことがずっと提案として出されるだったら、そういうことを議論をしていか

ないと、なかなか難しいのかなとは思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） そういったところの程度につきましては、やっぱりみんなが納得

のできるようなものでないといけないと思うんです。総じて温泉街ですので何を利用しましても

観光地で割高という部分もありますので、それが日常生活の中で使えるようなぐらいの、そうい

ったことでっていうふうな思いではおります。

それと、町内にいろいろとほかにも名勝等がありますので、温泉地として連携をしていかない

といけないと思うんですが、町内で以前に名勝等の調査を行われて、それでまとめられたことが

あると記憶しておるんですが、それは今活用というのはどういうふうになっておりますでしょう

か。もし分かればお聞きしたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 町長。

○町長（松浦 弘幸君） 私の記憶では、昔、三朝八景とかなんとかを選考したことがあると思う

ですけど、随分前のことですので、多分聞かれてもすぐには分からないと思います。

○議長（吉田 道明君） 松原議員。

○議員（５番 松原 成利君） 結構でございます。

こちらのほうも、温泉との一体として町内にあるもの、例えば古い神社ですとか寺院だとか、

滝だとか、ああいったものがいろいろあると思うんですが、こういうものももう一度見直してい

ただいて、それで温泉に付随のものだというような、三朝町全体を見通しての三朝温泉だという

ようなことで観光のほうに力を入れていっていただいたらなというふうに考えております。

それともう一つは、アグリツーリズムですかね、これとの関係とかも、どうやったら連携して

いけるのかっていうことも、これもやっぱり観光に併せて進めていくべきではないかなというふ
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うに考えるわけですが、突然に名勝とかのお話をしましたので、非常に古い話でありまして、も

し、これからまたもう一度復活して調べていただいて、使えるものはどんどん使っていただきた

いというのが、私、今ここでもう一つ提案をしていきたいところでございます。

ということで、時間のほうもなくなってしまいましたですが、ぜひ、住みやすい奥部、それか

ら、しっかり稼ぐ三朝町と、温泉で稼ぐ三朝町ということで、お互いに頑張りたいと思いますの

で、そういったことで一致協力をしていきたいと考えて、終わりにしたいと思います。

○議長（吉田 道明君） 答弁はいいですか。

○議員（５番 松原 成利君） いいです。

○議長（吉田 道明君） 以上で松原成利議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（吉田 道明君） 以上で本日の日程は終了しました。

本日はこれにて散会いたします。

午後２時５８分散会
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